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第 1 課 

文字と発音〈1〉 
 

 

  ほら 

  すみれ 

 

 

  祖父 

  祖母 

  少女 

  姉，妹 

  …と…（and） 

  母 

  大きい 

  [b]  [d] 

  [g] 

  [a]  [o] 

  [e]  [u] 

  [i] 

5 

 

  テーブル，机 

  父 

  何 

  朝 

  ナイフ，包丁 

  どれ，どの 

  いくつ，どれだけ 

  おいしい 

 

 

  どこで，どこへ 

  彼の，彼女の 

  誰 

  黒い 

  りんご 

  子供 

  [m]  [l] 

  [n]  [r] 

  [s]  [v] 

  [ʃ] 
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第 1 課 
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5 

 

  テーブル，机 

  父 

  何 

  朝 

  ナイフ，包丁 

  どれ，どの 

  いくつ，どれだけ 
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  どこで，どこへ 

  彼の，彼女の 

  誰 

  黒い 

  りんご 
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  [s]  [v] 

  [ʃ] 
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① 指示詞 
 

    これ，この 

    それ，その 

    あれ，あの 

 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  

(5)  

(6)  

 

 

② 動詞「…だ，ある/いる」 
 

 3 人称単数・現在   

 

 直前の語の末尾が母音であれば，短縮形 を使うことができる。短
縮形 は直前の語の語末にくっつけて書かれる。 

 

(7) ? — . 

 

※ 「何ですか 」では短縮形にしない。 

 

(8) ? — . 

(9) ? — . 

7 

(10)  

(11)  

(12)  

 

 疑問文では，尋ねるべき部分を動詞の直前に置く。 

 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) それは彼女の机です。 

(2) あの大きなナイフはどこにありますか?  

(3) この少女は誰ですか? 

 

 

◆ 練習 

―［これ／それ／あれ］は何ですか？ 

―［これ／それ／あれ］は［リンゴ／机／ナイフ］です。 
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① 指示詞 
 

    これ，この 

    それ，その 

    あれ，あの 

 

(1)  

(2)  

(3)  

(4)  

(5)  

(6)  

 

 

② 動詞「…だ，ある/いる」 
 

 3 人称単数・現在   

 

 直前の語の末尾が母音であれば，短縮形 を使うことができる。短
縮形 は直前の語の語末にくっつけて書かれる。 

 

(7) ? — . 

 

※ 「何ですか 」では短縮形にしない。 

 

(8) ? — . 

(9) ? — . 

7 

(10)  

(11)  

(12)  

 

 疑問文では，尋ねるべき部分を動詞の直前に置く。 

 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) それは彼女の机です。 

(2) あの大きなナイフはどこにありますか?  

(3) この少女は誰ですか? 

 

 

◆ 練習 

―［これ／それ／あれ］は何ですか？ 

―［これ／それ／あれ］は［リンゴ／机／ナイフ］です。 

  



8 

第 2 課 

文字と発音〈2〉 
 

 

 

  新しい 

  家 

  ワイン 

  夕方 

 

(1) . 

(2) . 

 

 

  お金 

  小さい 

  ペン 

  [χ]  [ʁ]  

  [pʰ]  [p’] 

  [tʰ]  [t’] 

  [kʰ]  [k’] 

9 

  時計，…時，時間（hour） 

  白い 

  絵，写真 

  猫 

  扉 

  女 

 

  ジョージア 

  ジョージア人 

 

  日本 

  日本人 

 

① 否定文 

動詞の直前に を置くと否定文になる。一部の短い動詞の前では
となることがある。「いいえ」の返事は常に 。 

 

 /  はい 

  いいえ 

 

(3)  

(4) ? —  

(5) ? — .  

(6) ? 

(7) ? 
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第 2 課 

文字と発音〈2〉 
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  男，人  赤い 

  冷たい  かばん 

  熱い  男の子 

  本  コップ，カップ 

 

② 人称代名詞と動詞「…だ，いる/ある」 

          

          

          

 （2 人称単数）は親しい相手に対してのみ用いる。親しくない相
手に対しては，一人の場合でも 2 人称複数を用いる。 

(8)  

(9) ? — . . 

(10) ? 

(11)  

 

③ 所有代名詞 

 私の  私たちの  

 君の  あなた（がた）の  

 彼/彼女の  彼/彼女らの  

  [tsʰ]  [ts’] 

  [tʃʰ]  [tʃ’] 

11 

(12)  

(13) —  

(14) —  

※ 「父」， 「母」， 「祖父」， 「祖母」につく場合
のみ，所有代名詞を名詞の後につける。（例： 「私の父親」，

「君の母親」） 

(15) —  

(16) — . 

  ここで，ここへ 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) あの赤いペンはあなたがたのですか？ 

(2) 私は日本人ではありません。 

(3) これは私のかばんではありません。 

 

 

◆ 練習 

― ［これ／それ／あれ］は［私（たち）／あなた（たち）／彼・彼
女（たち）］の［かばん／時計／ペン／本／コップ］ですか？ 

— いえ，［この／その／あの］［かばん／時計／ペン／本／コップ］
は［私（たち）／あなた（たち）／彼・彼女（たち）］のではあり
ません。 
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  男，人  赤い 

  冷たい  かばん 
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第 3 課 

文字と発音〈3〉 
 

 

  新聞 

  店 

  美しい 

  兄，弟 

  犬 

 とても，すごく 
  雑誌 

  家族 

 

(1) . 

(2) ? — , . 

(3) . 

 

 

① 主格 

主格の接尾辞は 。子音で終わる語幹につく。語幹が母音で終わる
場合には，語幹がそのまま主格形になる。 

  [z]  [ʣ] 

  [ʒ]  [ʤ] 

13 

 

  主格形 

 語幹末が子音  

 語幹末が母音  

 

 

② 後置詞  

後置詞 「…の中で，中へ」， 「…の上で，上へ」は，語幹に
直接つけられる（→詳しくは第 6 課）。 

 

(4) ? — . 

(5) ? — . 

(6) ? — . 

(7) ? — . 

(8) ? — . 

 

  部屋 

 

 

  コーヒー 

  ぶどう 

  水 

  空気 

  [χ’ ~ q’]  [h]  
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第 3 課 

文字と発音〈3〉 
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(9) . 

(10) . 

(11) . 

 

 

③ 基数詞 1～10 
 

 1  6  

 2  7  

 3  8  

 4  9  

 5  10  

 

(12) . 

 

 数量を表わす修飾語を伴う名詞は常に単数形（複数形については第
4 課）。名詞が単数形であれば，動詞もそれに合わせて単数形を使う。 

 

(13) . 

(14) ? — . 

(15) ? — . 

 

  …歳 

 

 

15 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) あなたがたはどこにいますか? — 私たちは日本にいます。 

(2) この小さな男の子は 3 歳です。 

(3) テーブルの上に私のコップはありません。 

 

 

◆ 練習 

— ［かばんの中／テーブルの上／部屋の中］にいくつの［リンゴ／
写真／コップ／本］がありますか？ 

— ［かばんの中／テーブルの上／部屋の中］に［……］つの［リン
ゴ／写真／コップ／本］があります。 
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15 

◇ ジョージア語に訳しなさい 
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◆ 読んでみましょう 

(1)  (9)  

(2)  (10)  

(3)  (11)  

(4)  (12)  

(5)  (13)  

(6)  (14)  

(7)  (15)  

(8)  (16)  

 

(17) -  (21)  

(18)  (22)  

(19)  (23)  

(20)  (24)  

 

(25)  (28)  

(26)  (29)  

(27)  (30)  

 

(31)  (36)  

(32)  (37)  

(33)  (38)  

(34)  (39)  

(35)  (40)  
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 国名 …人 …語，…の 

ジョージア 

アメリカ 

イギリス 

フランス 

ドイツ 

イタリア 

ロシア 

アルメニア 

アゼルバイジャン 

トルコ 

ギリシア 

中国 

日本 
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◆ 読んでみましょう 

(1)  (9)  

(2)  (10)  

(3)  (11)  

(4)  (12)  

(5)  (13)  

(6)  (14)  

(7)  (15)  

(8)  (16)  

 

(17) -  (21)  

(18)  (22)  

(19)  (23)  

(20)  (24)  

 

(25)  (28)  

(26)  (29)  

(27)  (30)  

 

(31)  (36)  

(32)  (37)  

(33)  (38)  

(34)  (39)  

(35)  (40)  
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 国名 …人 …語，…の 

ジョージア 

アメリカ 

イギリス 

フランス 

ドイツ 

イタリア 

ロシア 

アルメニア 

アゼルバイジャン 

トルコ 

ギリシア 

中国 

日本 
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◆ あいさつ 

 ( ) こんにちは 

 ( )? お元気ですか？ 

  私は元気です 

  さようなら 

 ( ) ありがとう 

  どういたしまして 

  ごめんなさい 

 

  元気な，上手に（副詞） 

 

 

◆ 会話：出会いのあいさつ 

(1)  

A:  

B:  

A:  

B:  

 

  …も（ 「君も」， 「私たちも」， 「あ
なた（たち）も」を除き，子音の後では となる） 

 

 

 

 

19 

(2)  

A:  

B: 

A:  

B:  
 
 

(3) 

A:  

B: 

A:  

B:  

A: 

B:  

 

 あなた（がた）は…という名前だ 

 私は…という名前だ
快い，気持ちの良い 
知り合うこと

   お会いできてうれしいです（初対面のあいさつ）
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◆ あいさつ 

 ( ) こんにちは 

 ( )? お元気ですか？ 

  私は元気です 

  さようなら 

 ( ) ありがとう 

  どういたしまして 

  ごめんなさい 

 

  元気な，上手に（副詞） 

 

 

◆ 会話：出会いのあいさつ 

(1)  

A:  

B:  

A:  

B:  

 

  …も（ 「君も」， 「私たちも」， 「あ
なた（たち）も」を除き，子音の後では となる） 
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(2)  

A:  

B: 

A:  

B:  
 
 

(3) 

A:  

B: 

A:  

B:  

A: 

B:  

 

 あなた（がた）は…という名前だ 

 私は…という名前だ
快い，気持ちの良い 
知り合うこと

   お会いできてうれしいです（初対面のあいさつ）
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第 4 課 

の現在形・命令形，複数形 
 

① 移動を表わす動詞 の現在形・命令形 
 
 「行く」（現在形） 

     

     

     

 

 「来る」（現在形） 

     

     

     

 

 命令形 

 ( ) 「行け！」 

 ( ) 「来い！」 

 

(1) ? — . 

(2) . 

(3) ? — , . 

(4) . 

  バス 

  まだ 
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② 複数形 

  単数  複数 
 語幹末が子音 -  → - -  
  -  → - -  
 語幹末が   → - -  
   → - -  
 それ以外の母音  → - -  

   → - - （木） 
 
 一部の語幹は縮約する（消える母音は のみ; 縮約の際に
は に変化することがある）。 
 
  → - - （友達） 
  → - - （窓） 
  → - -  

 

 指示詞の複数形  → これら 

   → それら 

   → あれら 

 

 名詞が複数形になっても，修飾語は変化しない。 

 
  →  

  →  

  →  
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(5) . 

(6) . 

(7) . 

(8) . 

※ 主語がモノを表わす場合は，主語の単数・複数にかかわらず，動
詞は単数形を用いる！ 

(9) . 

(10) . 

(11) . 

(12) ? — . 

(13) . 

  公園 

 

 

◇ 複数形にしなさい 

(1) (6)  

(2) (7)  

(3) (8)  

(4) （駅） (9) （村） 

(5)  
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◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 今日，私たちは駅へ行きます。（  今日） 

(2) あの新しい雑誌（複数）はどこにありますか？ 

(3) あなたの友人たちはここへ来ないのですか？ 

 
 
◆ 練習 

(1) — ［あなた／彼・彼女］はどこに行くところですか？  
 — ［村／駅／公園］へ行くところです。 
 
(2) — あなたの［猫／犬／友人／子供］たちはどこにいますか？  
 —［家／公園／店］の中にいます。 
 

(3) — 君の（複数の）［本／写真／コップ］はどこにある？ 
 —［テーブル／新聞／椅子］の上にあるよ。 

 椅子 
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(5) . 

(6) . 

(7) . 
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(5)  
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第 5 課 

属格・具格・「…から」 
 

① 属格 / 「…の」 

  主格  属格 

 語幹末が子音  →  

    →  

    →  

 語幹末が   →  

    →  

    →  

 語幹末が   →  

   （亀） →  

 

   →  何の 

   →  誰の 

 

人の名前や一部の名詞では末尾の が消えない。 

   →  

 

(1) . 

(2) . 

(3)  
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② 具格 / 「…で」 

  主格  具格 

 語幹末が子音  →  

    →  

 語幹末が   →  

    →  

 語幹末が   →  

 

   → （何で） 

 

(4) ? 

 — . 

(5) . 

  足  

 

 

③ / 「…から」 

  主格  …から 

 語幹末が子音  →  

   →  

 語幹末が   →  

   →  

 語幹末が   →  
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第 5 課 
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 語幹末が子音  →  

   →  
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   →  

 語幹末が   →  
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  どこへ，どこで  どこから 

  ここへ，ここで  ここから 

  そこへ，そこで  そこから 

  あそこへ，あそこで  あそこから 

 

 

④ 主格以外の名詞を修飾する指示形容詞 

 

  →  

  →  

  →  

 

(6) . 

(7)  

(8) . 

(9) —  

(10) —  

 

  車，自動車 

  前で，前へ 

 

 

◇ 属格形にしなさい 

(11)  (13)  

(12)  (14)  
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◇ 具格形にしなさい 

(15)  (17)  

(16)  (18)  

 

◇ 「…から」を意味する形にしなさい 

(19)  (21)  

(20)  (22)  

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) あの駅の前に公園と大きな店（複数）があります。 

(2) あなたがたはこの村からどこへ行きますか？ 

(3) 私の友人たちは大学にその黒い車で来る。 

 

◆ 練習 

(1) —［あなた／彼・彼女］はどこから（来たの）ですか？  

 —［私／彼・彼女］は［日本／アメリカ／トルコ］からです。

(2) — この（複数の）［写真／大きな家／白い車］はあなたので
すか？ 

 — いいえ，私のではありません。［あの男の子／この女の子
／私の友人］の（複数の）［写真／家／車］です。 

(3) —［君たち／君のお父さん／彼の友人たち］はあの［村／駅
／公園］からここへ何で来ますか？ 

 —［バスで／この車で／歩いて］来ます。 
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第 6 課 

第 I 類の動詞の現在形・未来形，与格 
 

① 第 I 類の動詞の現在形・未来形 

 

未来・現在語幹の構成 

     （「君はつくっている」） 

  前母音  語根     語幹接尾辞 

 

 ・前母音 … またはゼロ 

 ・語幹接尾辞 … - - - - - - - - またはゼロ 

 

 

 ・動詞接頭辞 … = = = = = = = = = 

またはそれぞれと との組み合わせ（ = = など） 

現在形・未来形の人称変化 

  [ ]    [ ]   
   [ ]    [ ]   
   [ ]     [ ]   

※[ ] は未来・現在語幹 

現在形に動詞接頭辞をつけると未来形になる 

29 

 =  「書く」（前母音と語幹接尾辞ともになし） 

 未来形  =   =  

   =   =  

   =   =  

 現在形     

      

      

 =  「描く」（前母音なし，語幹接尾辞は - ） 

 未来形  =   =  

   =   =  

   =   =  

 現在形     

      

      

 「つくる，する」（前母音 ，語幹接尾辞は - ） 

 未来形     

      
      

 現在形     
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第 6 課 
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= 「切る」（前母音なし，語幹接尾辞は - ） 

 未来形  =   =  

   =   =  

   =   =  

 現在形     

      

      

・3 人称複数の語尾 - は，母音 の後では - になる。 

・第 I類の動詞の未来形・現在形では，主語は主格，目的語は与格。 

 

② 与格 -  

 主格  与格 主格  与格 

  →   →  

  →   →  

  →   →  

  →   →  

・語幹は縮約しない。 

・語幹が で終わる名詞では与格は属格と同形になる。 

・与格を修飾する要素は語幹の形になる。 

 主格  与格 

  →  

  →  

  →  

31 

・ が修飾語であれば，修飾語にも がつく
（ことが多い）。 

  →  

 

・特殊な与格形 

  → 彼・彼女 

  → 彼ら・彼女ら 

  → 誰
 

・後置詞 - , - は実際には与格形についている（- は脱落する）。 

  *  →  

  *  →  

  *  → 「3 時に」 

 

(1) .（ 手紙） 

(2) .（ 明日） 

(3) ? — .（ 今） 

(4) （ 夕方に） 

(5) .（ 工場） 

(6) . 

(7) ? —  

(8) ? — .

（ = I 寝る） 
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◇ 与格形にしなさい 

(1)  (6)  

(2)   (7)  

(3)  (8)  

(4)  (9)  

(5)  (10)  

 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 私は黒いペンで手紙を書いています。 

(2) 今日，あなたはあの公園で何をするのか？ 

(3) 毎日（ ），私の父は 9 時に寝る。 

 

 

◆ 練習 

(1) — 今，［あなた／彼・彼女］は何をしていますか  

 —［私／彼・彼女］は［手紙を書いています／絵を描いてい
ます／リンゴを切っています］。 

(2) — 明日，［あなた／彼・彼女］は何をしますか  

 —［私／彼・彼女］は［手紙を書きます／絵を描きます／リ
ンゴを切ります］。 

 
 
 

33 

 

◆ 会話：普段の一日 
 

A:  

B:  

A:  

B:  

A:  

B: 

A: 

B: 

 

 普段 

 = - - - 目覚める，起きる
職場
地下鉄
ときどき
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第 7 課 

第 II 類の動詞の現在形・未来形 
と の未来形，否定詞 

 

① 第 II 類の動詞の現在形・未来形 

 

・第 II 類の動詞はすべて自動詞。直接目的語を持たない。 

 =  「…になる」 

 未来形  =   =  

   =   =  

   =   =  

 現在形     

      

      

現在形・未来形の人称変化 

  [ ]     [ ]   
   [ ]     [ ]   
   [ ]     [ ]   

現在形に動詞接頭辞をつけると未来形になる 

35 

 = 「戻る，帰る」 

 未来形  =   =  

   =   =  

   =   =  

 現在形     

      

      

 

(1) . 

(2) ? 

 — . 

(3) ? —

. 

(4) ? —  

 = - - -  II. 始まる 

 

 

② 「…である，いる/ある」の未来形 

 未来形     

      

      

 

(5)  

(6) （ 日）
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   =   =  

   =   =  
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(1) . 

(2) ? 

 — . 

(3) ? —

. 

(4) ? —  

 = - - -  II. 始まる 

 

 

② 「…である，いる/ある」の未来形 

 未来形     

      

      

 

(5)  

(6) （ 日）
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③ 移動を表わす動詞 の未来形 

 未来形  =   =  

   =   =  

   =   =  

 

(7)  

(8)  

 「行く」の未来形としては， と が用いられる。
は目的地に着くことを意味する。 は「出かける，出発する」。 

  （2 時に公園に着く） 

 （2 時に公園へ出かける） 

 

④ 否定詞 

 否定詞は常に動詞の直前に置かれる。 

  …ない 

  …できない
  …するな （動詞は現在形か未来形） 

 

(9)  

(10)  

(11)  
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◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 毎日，コンサートは 7 時に始まります。 

(2) 明日，この少女たちは公園に行って絵を描く。 

(3) 今日，夕方に私たちは家に戻れません（未来形）。 

 

 

◆ 練習 

(1) — ［あなた／彼・彼女］は何時に家に戻りますか  

 — ［私／彼・彼女］は［…］時に家に戻ります。 

 

(2) — 明日，［あなた／彼・彼女］はここに来ますか  

 — ［私／彼・彼女］はここに来れません。［私／彼・彼女］
は［工場／店／村］へ行きます。 
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③ 移動を表わす動詞 の未来形 
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は目的地に着くことを意味する。 は「出かける，出発する」。 

  （2 時に公園に着く） 

 （2 時に公園へ出かける） 

 

④ 否定詞 

 否定詞は常に動詞の直前に置かれる。 

  …ない 

  …できない
  …するな （動詞は現在形か未来形） 

 

(9)  

(10)  

(11)  
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◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 毎日，コンサートは 7 時に始まります。 

(2) 明日，この少女たちは公園に行って絵を描く。 

(3) 今日，夕方に私たちは家に戻れません（未来形）。 

 

 

◆ 練習 

(1) — ［あなた／彼・彼女］は何時に家に戻りますか  

 — ［私／彼・彼女］は［…］時に家に戻ります。 

 

(2) — 明日，［あなた／彼・彼女］はここに来ますか  

 — ［私／彼・彼女］はここに来れません。［私／彼・彼女］
は［工場／店／村］へ行きます。 
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第 8 課 

第 III 類の動詞の現在形・未来形，様格 
 

① 第 III 類の動詞 

・人称変化は第 I 類の動詞に同じ。 

・現在形から -...- によって未来形をつくる。 

 III. 話す 

 未来形     

      

      

 現在形     

      

      

 III. 歌う 

 未来形     

      

      

 現在形     

      

      

未来語幹： -- 現在語幹の語根 --   
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 現在形 未来形 
 - -  - - -  住む 
 - -  - - -  働く 
 -  - - -  雨が降る 

 - -  - - -  勉強する 
 
(1) ? — . 

(2) . 

(3)  

(4) . 

(5) ? 

 

 

② 様格 - / -  

  主格  様格 

 語幹末が子音  →  

   →  

 語幹末が母音  →  

   →  

 

・語幹は縮約する。 

・修飾語の形は，与格の名詞の修飾語と同じ。 

  →  

  →  

 



38 

第 8 課 

第 III 類の動詞の現在形・未来形，様格 
 

① 第 III 類の動詞 

・人称変化は第 I 類の動詞に同じ。 

・現在形から -...- によって未来形をつくる。 

 III. 話す 

 未来形     

      

      

 現在形     

      

      

 III. 歌う 

 未来形     

      

      

 現在形     

      

      

未来語幹： -- 現在語幹の語根 --   

39 

 現在形 未来形 
 - -  - - -  住む 
 - -  - - -  働く 
 -  - - -  雨が降る 

 - -  - - -  勉強する 
 
(1) ? — . 

(2) . 

(3)  

(4) . 

(5) ? 

 

 

② 様格 - / -  

  主格  様格 

 語幹末が子音  →  

   →  

 語幹末が母音  →  

   →  

 

・語幹は縮約する。 

・修飾語の形は，与格の名詞の修飾語と同じ。 

  →  

  →  
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③ 様格の用法 

a. 形容詞の様格形は副詞として用いられる。 

 黒い →  黒く 
  大きい →  大きく 
 良い →  良く，上手に，元気に 

(6) . 

(7) . 

 

b. 「…語で」 

  →  英語で 

(8) . 

(9) „ “ . 

 

c. 「…として」 

(10) . 

  学校  先生 

 

 
◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 学生たちは大学でジョージア語を勉強している。 

(2) 私の兄はコーヒーをおいしくつくる。 

(3) 私たちは日本語で上手に話せない。 
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◆ 練習 

(1) — ［あなた／彼・彼女］はどこに住んでいますか  

 — ［私／彼・彼女］は［…］に住んでいます。 

(2) — ［あなた／彼・彼女］はどこで働いていますか  

 — ［私／彼・彼女］は［車の工場／本屋／学校］で働いてい
ます。 

(3) — ［あなた／彼・彼女］は何を勉強していますか  

 — ［私／彼・彼女］は［ジョージア語／日本語／数学］を勉
強しています。 

(4) — ［あなた／彼・彼女］は［英語／ロシア語／中国語］を
話しますか  

 — ［はい／いいえ］，［私／彼・彼女］は［英語／ロシア語／
中国語］を［話します／話せません］。 
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第 9 課 

未完了過去形， の過去形，「…まで」 
 

① 未完了過去形 「…していた，…しつつあった」 

 未完了過去形は現在形からつくる。 

 

 = I. つくる，する 

 未過     

      

      

 = I. 書く 

 未過     

      

      

 = II. 戻る，帰る 

 未過     

      

      

 第 I類 - - / /  

 第 II類 - - / /  

43 

 = 来る 

 未過  =   =  

   =   =  

   =   =  

 

 第 III 類の動詞には基本的に - がつく。ただし語幹接尾辞が - の
場合は - を落として - をつける。 

 III. 住む 

 未過     

      

      

 III. 歌う 

 未過     

      

      

 

(1) ? — . 

(2) . 

(3) . 

(4) —  

  昨日  歌 

  朝に （< 朝） 
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(5)  

(6) . 

(7) ? 

 — . 

 …ときに …について 

 

② の過去形 

 過去形     

      

      

※ は未完了過去形を持たない。 
 
(8) 

(9)  

 

③ -( ) 「～まで，までに」 

様格の語末の を に変えた形は「～まで，までに」を意味する。 

  主格  様格  ～まで 

 語幹末が子音  →  →  

   →  →  

 語幹末が母音  → →  

   →  →  

   →  →  

 

45 

(10) . 

(11) ? 

(12) . 

(13) ? —

 

 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 工場で働いていたとき，私の父は毎日家に 6 時に帰ってきて
いた。 

(2) 私がこの部屋にいたとき，君はどこにいたのか？ 

(3) 昨日，あの少女は 5 時まで公園で絵を描いていた。 

 

 

◆ 練習 

(1) — 今日，朝，［あなた／彼・彼女］は何をしていましたか  

 — ［私／彼・彼女］は［手紙を書いて／絵を描いて／勉強し
て／働いて］いました。 

 

(2) — 昨日，［あなた／彼・彼女］はどこにいましたか  

 — ［私／彼・彼女］は［学校／友人の家／小さな村］にいま
した。 

 

(3) — ［あなた／彼・彼女］はここに何時までいましたか  

 — ［私／彼・彼女］はここに［…］時までいました。 
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第 10 課 

の過去形，動詞接頭辞，後置詞，呼格 
 

① 移動を表わす動詞 の過去形 

 過去  =   =  

   =   =  

   =   =  

 
(1) . 

(2)  

(3)  

 

  たくさんの 

 
 
② 動詞接頭辞の表わす方向 

 

 話し手（1 人称）または聞き手（2 人称）のいる方向への移動を表
わす場合には - を添える（「～てくる」）。 

 

(4)  

(5) 

  外から中に  下から上に 

  中から外に  上から下に 
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(6)  

(7) （ 山） 

  （遠いところから）到着する， 

   （乗りものから）降りる 

  渡る，越える，移る，引っ越す 

(8) .

（ 電車） 

(9)  

 出かける，去る，出発する（現在形なし） 

 通う，行ったり来たりする（未来形・過去形なし） 

(10) 

(11)  

 

 

③ 後置詞  

［属格形］  「…のために，…にとって」 

  少年のために，少年にとって 

  少女のために，少女にとって 

 

［与格形］ 「…のそばで/へ，…のところで/へ，…の家で/へ」 

 語幹末が子音 （← ） 

 語幹末が母音  
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第 10 課 

の過去形，動詞接頭辞，後置詞，呼格 
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(6)  

(7) （ 山） 

  （遠いところから）到着する， 

   （乗りものから）降りる 
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(10) 

(11)  

 

 

③ 後置詞  

［属格形］  「…のために，…にとって」 

  少年のために，少年にとって 

  少女のために，少女にとって 

 

［与格形］ 「…のそばで/へ，…のところで/へ，…の家で/へ」 

 語幹末が子音 （← ） 

 語幹末が母音  
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  …と一緒に 

 例：  あの男性と一緒に 

 

「私のために」「君のところで」など

 

(12)  

(13)  

(14) 

 

 =  II. 会う 

 

 

④ 呼格  

  主格  呼格 
 語幹末が子音 →  

  →  

 語幹末が母音 →  

  → 

 

・語幹末が母音の場合は主格と同形（または ）。 

・語幹は縮約しない。 

・修飾語にも呼格形の語尾がつく。 

  → 

49 

・人の名前の場合は，語幹が呼格形になる。 

  主格  呼格 

(15) （ 医者 夜（に）） 

(16)   

 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 私の友人たちよ，私は君たちのためにこの日本の歌を歌う。 

(2) 子供たちは彼らの先生と一緒に店から出てきた。 

(3) 私が大学に入ったとき，私の弟はこの学校に通っていた。 

 

◆ 練習 

(1) — ［あなた／彼・彼女］はあの山に誰と一緒に登りました
か  

 — ［私／彼・彼女］は［私／彼・彼女］の［友人たち／家族
／先生］と一緒に登りました。 

(2) — ［あなた／彼・彼女］はどこから出てきましたか  

 — ［私／彼・彼女］は［あの扉／この窓／私たちの部屋］か
ら出てきました。  
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第 11 課 

動詞「知っている」，能格，数詞 
 

① 動詞「知っている」 の現在形と未完了過去形 

 現在     

      

      

 未過     

      

      

 
「A が B を知っている」という場合，A は能格，B は主格に置かれる。 
 
 
② 能格 - /-  

  主格  能格 

 語幹末が子音  →  

   →  

   →  

 語幹末が母音  →  

   →  

 

・語幹は縮約しない 

 

 

51 

・修飾語は語幹末が子音であれば能格形になる。 

   →  

   →  

 
・人称代名詞 と疑問詞 「誰」は主格と能格で
形が変わらない。 

主格        

能格          

 
(1) . 

(2) ? — , . 

(3) . 

(4) , . 

(5) ,  

 
  …こと（従属節を導く接続詞） 

 

 

◇ 能格形にしなさい 

(1)  (4)  

(2)   (5)  

(3)  (6)  
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・修飾語は語幹末が子音であれば能格形になる。 

   →  

   →  
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③ 100までの数 

 1  6  

 2  7  

 3  8  

 4  9  

 5  10  

 11  16  

 12  17  

 13  18  

 14  19  

 15  20  

・11 から 19 までの数は，1～9 を -...- で挟んでつくる。
は「より多い（more）」を意味する。13, 17, 19 では語頭の音に注意。
18 では と の順序が入れ換わる。 

・21 から 99 までの数は 20, 40, 60, 80 と 1～19 を組み合わせて表現
する。 

 20  60  

 40  80  

 21  50  

 22  70  

 23  90  

 30  99  

 31  100  
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④ 序数詞  

 1 -  → 1 番目の  

 2 -  → 2 番目の - -  

 3 -  → 3 番目の - -  

 9  → 9 番目の - -  

 12  → 12 番目の - -  

 60  → 60 番目の - -  

・数詞に が含まれる場合， は の後の要素につく。 

 23  → 23 番目の  

 90  → 90 番目の 

いくつ  → 何番目の
 

(6) ? —

. 

(7)  

(8) ,

.（   初めて） 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) ここから 4 番目の駅まで歩いて行きなさい。 

(2) 先生は，私たちが 12 時まで働いていたことを知らなかった。 

(3) 私の弟は英語をよく知らず，この手紙が読めない。 

 = - - -  I. 読む （現在形 - - ） 
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・21 から 99 までの数は 20, 40, 60, 80 と 1～19 を組み合わせて表現
する。 

 20  60  

 40  80  

 21  50  

 22  70  

 23  90  

 30  99  

 31  100  
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④ 序数詞  

 1 -  → 1 番目の  

 2 -  → 2 番目の - -  

 3 -  → 3 番目の - -  

 9  → 9 番目の - -  

 12  → 12 番目の - -  

 60  → 60 番目の - -  

・数詞に が含まれる場合， は の後の要素につく。 

 23  → 23 番目の  

 90  → 90 番目の 

いくつ  → 何番目の
 

(6) ? —

. 

(7)  

(8) ,

.（   初めて） 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) ここから 4 番目の駅まで歩いて行きなさい。 

(2) 先生は，私たちが 12 時まで働いていたことを知らなかった。 

(3) 私の弟は英語をよく知らず，この手紙が読めない。 

 = - - -  I. 読む （現在形 - - ） 
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◆ 会話：道を尋ねる 

1 

A  

B

A

B

A

B

すみませんが… 

近くに
郵便局
それとも
まっすぐ，直接に
信号

= 曲がる
メートル
元気で，じゃあ（別れのあいさつ）

右へ
左へ
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2 

A  

B

A

B

A

B

A

遠い
もっと，さらに
すぐに，早く，短時間で
バス停
あちらへ
通り
側
分かりました，なるほど
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◆ 会話：道を尋ねる 

1 

A  

B

A

B

A

B

すみませんが… 

近くに
郵便局
それとも
まっすぐ，直接に
信号

= 曲がる
メートル
元気で，じゃあ（別れのあいさつ）

右へ
左へ
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2 

A  

B

A

B

A

B

A

遠い
もっと，さらに
すぐに，早く，短時間で
バス停
あちらへ
通り
側
分かりました，なるほど
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第 12 課 

第 I・III 類の動詞の過去形〈１〉 
 

① 第 I・III類の動詞の過去形（語根が母音を含む場合） 

 

・未来形の語幹から語幹接尾辞（ など）を除くと，過去
語幹が得られる。 

・未来形で語根が母音を含む場合，過去形は上記の規則的な人称変化
を行なう（母音を含まない場合については第 13 課で扱う）。 

・未来形で動詞接頭辞を持つ動詞は，原則として，過去形でも動詞接
頭辞を伴う。 

 

 = - - - I つくる，する 

 過去形  =   =  

   =   =  

   =   =  

 

 

  [ ]     [ ]   

   [ ]     [ ]   

   [ ]     [ ]   

※[...] は過去語幹 
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 = - I 書く 

 過去形  =   =  

   =   =  

   =   =  

 

  - - III 「話す」（未来形 ） 

 過去形     

      

      

 

 - - III 「歌う」（未来形 ） 

 過去形     

      

      

 

 一部の動詞では，未来形の語根に含まれる母音 が，過去形で
に変化する。（下の動詞「飲む」では，同時に子音  も消える。） 

 
 = - I 飲む（現在形 ） 

 過去形  =   =  

   =   =  

   =   =  
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第 12 課 

第 I・III 類の動詞の過去形〈１〉 
 

① 第 I・III類の動詞の過去形（語根が母音を含む場合） 

 

・未来形の語幹から語幹接尾辞（ など）を除くと，過去
語幹が得られる。 

・未来形で語根が母音を含む場合，過去形は上記の規則的な人称変化
を行なう（母音を含まない場合については第 13 課で扱う）。 

・未来形で動詞接頭辞を持つ動詞は，原則として，過去形でも動詞接
頭辞を伴う。 

 

 = - - - I つくる，する 

 過去形  =   =  

   =   =  

   =   =  

 

 

  [ ]     [ ]   

   [ ]     [ ]   

   [ ]     [ ]   

※[...] は過去語幹 
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 = - I 書く 

 過去形  =   =  

   =   =  

   =   =  

 

  - - III 「話す」（未来形 ） 

 過去形     

      

      

 

 - - III 「歌う」（未来形 ） 

 過去形     

      

      

 

 一部の動詞では，未来形の語根に含まれる母音 が，過去形で
に変化する。（下の動詞「飲む」では，同時に子音  も消える。） 

 
 = - I 飲む（現在形 ） 

 過去形  =   =  

   =   =  

   =   =  
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② 過去形における第 I・III 類の動詞の主語・目的語 

第 I・III 類の動詞の過去形では，主語は能格，直接目的語は主格。 

  主語 直接目的語 

 未来    少年が絵を描く 

  ↓ ↓ 

 過去    少年が絵を描いた 

 

 未来   少年が働く 

  ↓ 

 過去   少年が働いた 

 
 
③ 命令形 

 主語が 2 人称の過去形は命令形として用いられる（例外は移動を表
わす動詞 のみ）。 

 

 ! 手紙を書け！ 

 ! 寝ろ！ 

  日本語で話してください 

 

(1) . 

(2) ? — . 

(3) . 

(4) . 
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(5)  

(6) . 

(7)  

  いつ 

  去年に 

 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) ここにあなたの名前を書いてください。（  名前） 

(2) あの男性は日本についてジョージア語で話した。 

(3) 私が寝たとき，雨は降っていなかった。 

 

 

◆ 練習 

(1) — ［あなた／彼・彼女］は何を読みましたか  

 — ［私／彼・彼女］は［この本／あの雑誌／母の手紙］を読
みました。 

 

(2) — ［あなた／彼・彼女］は昨日，何時に寝ましたか  

 — ［私／彼・彼女］は昨日［…］時に寝ました。 

 — ［あなた／彼・彼女］は［…］時まで何をしていました
か  

 — ［私／彼・彼女］は［…］時まで［英語を勉強していまし
た／ワインを飲んでいました／友人と一緒に話していま
した］。  
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② 過去形における第 I・III 類の動詞の主語・目的語 

第 I・III 類の動詞の過去形では，主語は能格，直接目的語は主格。 

  主語 直接目的語 

 未来    少年が絵を描く 

  ↓ ↓ 

 過去    少年が絵を描いた 

 

 未来   少年が働く 

  ↓ 

 過去   少年が働いた 

 
 
③ 命令形 

 主語が 2 人称の過去形は命令形として用いられる（例外は移動を表
わす動詞 のみ）。 

 

 ! 手紙を書け！ 

 ! 寝ろ！ 

  日本語で話してください 

 

(1) . 

(2) ? — . 

(3) . 

(4) . 
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(5)  

(6) . 

(7)  

  いつ 

  去年に 

 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) ここにあなたの名前を書いてください。（  名前） 

(2) あの男性は日本についてジョージア語で話した。 

(3) 私が寝たとき，雨は降っていなかった。 

 

 

◆ 練習 

(1) — ［あなた／彼・彼女］は何を読みましたか  

 — ［私／彼・彼女］は［この本／あの雑誌／母の手紙］を読
みました。 

 

(2) — ［あなた／彼・彼女］は昨日，何時に寝ましたか  

 — ［私／彼・彼女］は昨日［…］時に寝ました。 

 — ［あなた／彼・彼女］は［…］時まで何をしていました
か  

 — ［私／彼・彼女］は［…］時まで［英語を勉強していまし
た／ワインを飲んでいました／友人と一緒に話していま
した］。  
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◆ 語彙 — 食べものと飲みもの 
 

  パン  米 

 

  じゃがいも  キュウリ 

 （属 ）トマト 

 

  肉  魚 

  卵  チーズ 

 (属 ) ヨーグルト  バター 

 

  牛乳 （属 ） ワイン 

  コーヒー （与・属 ） （紅）茶 

 

  塩  砂糖 

 

  朝食 

  昼食 

  夕食 

 

 =  I 食べる 

 = （現 過 ） 飲む 
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◆ 会話：朝食について 
 
A:  

B: 

 

A:

B:  

A: . 

 

※ 「食べる」の過去形として、動詞接頭辞 = のない形がしば
しば用いられる。
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◆ 語彙 — 食べものと飲みもの 
 

  パン  米 

 

  じゃがいも  キュウリ 

 （属 ）トマト 

 

  肉  魚 

  卵  チーズ 

 (属 ) ヨーグルト  バター 

 

  牛乳 （属 ） ワイン 

  コーヒー （与・属 ） （紅）茶 

 

  塩  砂糖 

 

  朝食 

  昼食 

  夕食 

 

 =  I 食べる 

 = （現 過 ） 飲む 
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◆ 会話：朝食について 
 
A:  

B: 

 

A:

B:  

A: . 

 

※ 「食べる」の過去形として、動詞接頭辞 = のない形がしば
しば用いられる。
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第 13 課 

第 I・III 類の動詞の過去形〈2〉 
 

① 第 I・III 類の動詞の過去形（語根が母音を含まない場合） 

 語根が母音を含まない第 I・III 類の動詞は，過去形の変化が以下の
4 つのパターンのどれかになる。 
 

[1] 語尾は規則的な変化と同じだが，語根に が現れる 

・語幹接尾辞が - の動詞に限られる。 

 = - - - I 払う 

 過去形  = - - -   = - - - -  

   = - -   = - - -  

   = - -   = - -  

 

 = - - I 変える 

 過去形  = - -   = - - -  

   = -   = - -  

   = -   = -  

 

[2] 3 人称単数で -  

・語根が子音 1 つの動詞はほとんどこのパターンをとる。 

・語幹接尾辞が - , - のものにほぼ限られる。 
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 = - - - I. 開ける 

 過去形  = - - -   = - - - -  

   = - -   = - - -  

   = - -   = - -  

 

 = - - I 置く 

 過去形  = - -   = - - -  

   = -   = - -  

   = -   = -  

 

[3] 1・2 人称 - ，3 人称単数 - 。1・2 人称で語根に か が現
れる。 

・このパターンの動詞はわずかしかない。 

 = - - - I 知り合う 

 過去形  = - - -   = - - - -  

   = - -   = - - -  

   = - -   = - -  

 

※ 現在形 は「（人を）知っている，知り合いだ」という
意味で用いられる。 
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第 13 課 

第 I・III 類の動詞の過去形〈2〉 
 

① 第 I・III 類の動詞の過去形（語根が母音を含まない場合） 

 語根が母音を含まない第 I・III 類の動詞は，過去形の変化が以下の
4 つのパターンのどれかになる。 
 

[1] 語尾は規則的な変化と同じだが，語根に が現れる 

・語幹接尾辞が - の動詞に限られる。 

 = - - - I 払う 

 過去形  = - - -   = - - - -  

   = - -   = - - -  

   = - -   = - -  

 

 = - - I 変える 

 過去形  = - -   = - - -  

   = -   = - -  

   = -   = -  

 

[2] 3 人称単数で -  

・語根が子音 1 つの動詞はほとんどこのパターンをとる。 

・語幹接尾辞が - , - のものにほぼ限られる。 
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 = - - - I. 開ける 

 過去形  = - - -   = - - - -  

   = - -   = - - -  

   = - -   = - -  

 

 = - - I 置く 

 過去形  = - -   = - - -  

   = -   = - -  

   = -   = -  

 

[3] 1・2 人称 - ，3 人称単数 - 。1・2 人称で語根に か が現
れる。 

・このパターンの動詞はわずかしかない。 

 = - - - I 知り合う 

 過去形  = - - -   = - - - -  

   = - -   = - - -  

   = - -   = - -  

 

※ 現在形 は「（人を）知っている，知り合いだ」という
意味で用いられる。 
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[4] 1・2 人称 - 。1・2 人称でのみ語根に か が現れることもあ
る。 

 = - - - I 着る，（ズボン，靴などを）はく 

 過去形  = - - -   = - - - -  

   = - -   = - - -  

   = - -   = - -  

 

 = - - I. 切る 

 過去形  = - -   = - - -  

   = -   = - -  

   = -   = -  

 

(1) . 

(2) , . 

(3) . 

(4) ? — . 

(5) . 

(6) ? — , . 

(7) ? — . 

(8) . 

 

  しかし 

  ズボン 
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◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 少年は黒いズボンをはいて，外に出てきた。 

(2) ナイフが無くて，私はチーズを切れなかった。 

(3) この鍵で扉を開けて部屋に入りなさい。 

 

  外へ，外で 

  鍵 

 

 

◆ 練習 

(1) — ［あなた／彼・彼女］は店でいくら払いましたか  

 — ［私／彼・彼女］は［…］ラリ（ ）払いました。 

 

(2) — ［あなた／彼・彼女］は車の鍵をどこに置きましたか  

 — ［私／彼・彼女］は車の鍵を［その本の上／テーブルの上
／椅子の上］に置きました。 

 

(3) — ［あなた／彼・彼女］はこのナイフで何を切りましたか  

 — ［私／彼・彼女］はそのナイフで［じゃがいも／魚／肉］
を切りました。 
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[4] 1・2 人称 - 。1・2 人称でのみ語根に か が現れることもあ
る。 

 = - - - I 着る，（ズボン，靴などを）はく 

 過去形  = - - -   = - - - -  

   = - -   = - - -  

   = - -   = - -  

 

 = - - I. 切る 

 過去形  = - -   = - - -  

   = -   = - -  

   = -   = -  

 

(1) . 

(2) , . 

(3) . 

(4) ? — . 

(5) . 

(6) ? — , . 

(7) ? — . 

(8) . 

 

  しかし 

  ズボン 
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◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 少年は黒いズボンをはいて，外に出てきた。 

(2) ナイフが無くて，私はチーズを切れなかった。 

(3) この鍵で扉を開けて部屋に入りなさい。 

 

  外へ，外で 

  鍵 

 

 

◆ 練習 

(1) — ［あなた／彼・彼女］は店でいくら払いましたか  

 — ［私／彼・彼女］は［…］ラリ（ ）払いました。 

 

(2) — ［あなた／彼・彼女］は車の鍵をどこに置きましたか  

 — ［私／彼・彼女］は車の鍵を［その本の上／テーブルの上
／椅子の上］に置きました。 

 

(3) — ［あなた／彼・彼女］はこのナイフで何を切りましたか  

 — ［私／彼・彼女］はそのナイフで［じゃがいも／魚／肉］
を切りました。 
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第 14 課 

第 II 類の動詞の過去形 
 

① 第 II 類の動詞の過去形 

・第 I・III 類の動詞と同じく，未来形の語幹から語幹接尾辞（ など）
を除くと，過去語幹が得られる。 

・第 I・III 類の動詞と異なり，主語・目的語の格は変わらない。 

・3 人称複数の語尾は - 。 

 

[1] 前母音 - または - を持つ第 II 類の動詞は，基本的に第 I・III

類の動詞から派生されたものである。 

 

 第 I 類   第 II 類 
 = -  書く → = - - -  書かれる 

 = - - -  始める → = - - -  始まる 

 = -  変える → = - - -  変わる 

 

 このタイプの第 II 類動詞の過去形は，もとの第 I・III 類の動詞と同
じように変化する。ただし，3 人称複数の語尾は - 。未来形で語根
が母音を含まない場合に注意。 

 

 = - - - II 変わる 

 過去形  = - - -   = - - - -  

   = - -   = - - -  

   = - -   = - -  
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 = - - - II 生まれる 

 過去形  = - - -   = - - - -  

   = - -   = - - -  

   = - -   = - -  

 

[2] その他の第 II 類の動詞では，過去形の 1・2 人称の語尾は 。 

 

 = - - II …になる 

 過去  = - -   = - - -  

   = -   = - -  

   = -   = -  

 

 = - - II 戻る，帰る 

 過去  = - -   = - - -  

   = -   = - -  

   = -   = -  

 

(1) . 

(2) . 

(3) .

（ = II 終わる） 

  [ ]     [ ]   

   [ ]     [ ]   

   [ ]     [ ]   
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第 14 課 

第 II 類の動詞の過去形 
 

① 第 II 類の動詞の過去形 

・第 I・III 類の動詞と同じく，未来形の語幹から語幹接尾辞（ など）
を除くと，過去語幹が得られる。 

・第 I・III 類の動詞と異なり，主語・目的語の格は変わらない。 

・3 人称複数の語尾は - 。 

 

[1] 前母音 - または - を持つ第 II 類の動詞は，基本的に第 I・III

類の動詞から派生されたものである。 

 

 第 I 類   第 II 類 
 = -  書く → = - - -  書かれる 

 = - - -  始める → = - - -  始まる 

 = -  変える → = - - -  変わる 

 

 このタイプの第 II 類動詞の過去形は，もとの第 I・III 類の動詞と同
じように変化する。ただし，3 人称複数の語尾は - 。未来形で語根
が母音を含まない場合に注意。 

 

 = - - - II 変わる 

 過去形  = - - -   = - - - -  

   = - -   = - - -  

   = - -   = - -  
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 = - - - II 生まれる 

 過去形  = - - -   = - - - -  

   = - -   = - - -  

   = - -   = - -  

 

[2] その他の第 II 類の動詞では，過去形の 1・2 人称の語尾は 。 

 

 = - - II …になる 

 過去  = - -   = - - -  

   = -   = - -  

   = -   = -  

 

 = - - II 戻る，帰る 

 過去  = - -   = - - -  

   = -   = - -  

   = -   = -  

 

(1) . 

(2) . 

(3) .

（ = II 終わる） 

  [ ]     [ ]   

   [ ]     [ ]   

   [ ]     [ ]   
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② 日付の表現 

  月曜日  金曜日 

  火曜日  土曜日 

  水曜日  日曜日，週 

  木曜日 

 

「～曜日に」の表現には与格形を使う。 

 

(4) —  

(5) . 

(6) . 

 

  1 月  7 月 

  2 月  8 月 

  3 月  9 月 

  4 月  10 月 

  5 月  11 月 

  6 月  12 月 

 

 「～月に」の表現には後置詞 を使う。「～月～日」は「日・月」
の順番に並べる。「1 日（ついたち）」のみ序数詞。「～月～日に」は全
体を与格形にする。 

 

  1 月に  1 月 2 日 

  1 月 1 日  1 月 2 日に 
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(7) ? — 14 . 

(8) 18 . 

(9) . 

 

  日付，数 

  誕生 
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(2) 水曜日に君の友人たちは公園で誰に会ったのか？ 

(3) 私が生まれたとき，私の父は 35 歳だった。 

 

◆ 練習 

(1) — ［あなた／彼・彼女］の誕生日はいつですか  

 — ［私／彼・彼女］の誕生日は［…］です。 

 

(2) — コンサートは何時に始まって，何時に終わり［ますか／ま
したか］  

 — コンサートは［…］時に始まって，［…］時に終わり［ま
す／ました］。 

 

(3) — ［昨日／今日／明日］は何曜日［ですか／でしたか］  

 — ［昨日／今日／明日］は［…］曜日［です／でした］。 
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② 日付の表現 
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◆ 100 以上の数 
 

 数が続く場合には末尾の  が消える。

  

 

◆ 季節 

 春 秋 

夏 冬
  

 「春に」「秋に」は後置詞 を用いて，「夏に」「冬に」は  を
用いて表現する（例：春に 夏に ）。 

71 

◆ 会話：日付と年の表現 
 

A:  

B:  

A:  

B:  

B: 

A:  

B: 

A: 

B: 

A: 

B: 

飛行機 

 切符，チケット 

- - - （現 ） 買う 

時間，期間
…だけ
今年に
そのときに 
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第 15 課 

直接目的語 

① 直接目的語と間接目的語 

目的語には直接目的語と間接目的語があり，動詞によって，どのよ
うな目的語をとるか決まっている。第 I・III 類の動詞は直接目的語を
持つことがあるが，第 II・IV 類の動詞は決して直接目的語を持たない
（第 IV 類の動詞は第 17 課以降で扱う）。 

 I・III II・IV 
主語 直接目 間接目 主語 間接目 

現在・未来形 主格 与格 与格 主格 与格 
過去形 能格 主格 与格 主格 与格 

 

 - - - I 見せる（未来形と現在形は同じ） 

   少年が 絵を 少女に 見せる 

  未来・現在 -  -  -   

   少年が 絵を 少女に 見せた 

  過去 -  -  -   

 

 = - - II. 会う 

  少年が 少女に 会う 

 未来 -  -   

  少年が 少女に 会った 

 過去 -  -   
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② 直接目的語の標示 

直接目的語が 1・2 人称であれば，動詞に目的語接辞がつく。 

 

   . ダトはニノを知っている 

   . ダトは私を知っている 

   . ダトは君を知っている 

   . ダトは私たちを知っている 

 

   . 君はニノを見た 

   . 君は私を見た 

   . 君は私たちを見た 

 - - I. 見る，会う（未来形 ; 現在形はない） 

 

 1 人称の主語を示す - と 2 人称の目的語を示す - の両方が想定さ
れる場合（たとえば「私が君を…」）には， - のみが現れる。 

   . 私はダトを知っている 

   . 私は君を知っている 

   . 私はダトを見た 

   . 私は君を見た 

目的語接辞 
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 語末の - は 1 つしか現れない。 

   . 私は君を見た 

   . 私は君たちを見た 

   . 私たちは君を見た 

   . 私たちは君たちを見た 

    私は君を知っている 

   . 私は君たちを知っている 

   . 私たちは君を知っている 

   . 私たちは君たちを知っている 

 

 - は 3 人称単数の主語の語尾 - と競合し，- に優先する。また，
- よりも 3 人称複数の主語の語尾（- , - , - など）が優先される。 

   . ダトはニノを知っている 

   . ダトは君たちを知っている 

   . 彼らは君たちを知っている 

   . ダトは君たちを見た 

   . 彼らは君たちを見た 

 

◇ = - - I 「招待する」の変化形を答えなさい。 

(a) 私は君を招待する／した 

(b) あなたがたは私を招待する／した 

(c) ダトは私たちを招待する／した 

(d) 彼らは私を招待する／した 

(e) 彼らはあなたがたを招待する／した 

75 

(1) . 

(2) . 

(3) . 

(4) . 

(5) ? 

(6) , . 

 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) この土曜日に君は私をどこへ招待してくれるのか？（未来） 
(2) あの先生は君を知っていたのか?（未完了過去） 

(3) 朝，私が君たちを見たとき，君たちはどこに行くところだっ
たのか？  
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第 16 課 

間接目的語 
 
① 間接目的語の標示 

間接目的語があると，目的語接辞は（直接目的語ではなく）間接目
的語の人称・数を標示する。 

    . ダトは私に写真を見せる 
    . ダトは君に写真を見せた 
 

(1) . 
(2) . 
(3) . 
(4) . 
 

3 人称の間接目的語がある場合，動詞に接辞 - または - がつく。
ただし，母音の前では消える。 

・ - は発音されないことが多い。書く際にもしばしば省略される。
- も同じように省略されることがある。 

・1 人称の主語を示す - と同時に現れるときには， - -..., - -... と
なるが，このような場合はたいてい -, - が省略される。 

3 人称の間接目的語 

- / - 

77 

◇ - - - I 尋ねる（未来形） 

     ダトは私に名前を尋ねた 

     ダトは君に名前を尋ねた 

     ダトはニノに名前を尋ねた 

     私は君に名前を尋ねる 

    ( )  私はダトに名前を尋ねる 

 
(5) , . 
(6) . 
(7) , . 
(8)  

  電話  番号 

 

◇ = I …に（…を）書く，書き送る（間接目的語が 1・2
人称のときには動詞接頭辞 =） 

     ダトは私にメールを… 

     ダトは君にメールを… 

     ダトはニノにメールを… 

     私は君にメールを… 

    ( )  私はダトにメールを… 

 

(9)  
(10) 

（  答え，返事） 
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② 動詞「あげる，くれる」 

主語・間接目的語ともに 3 人称単数の場合： 

 未来 = - - - （語根 ; - は語幹接尾辞) 

 現在 - -  

 過去 = - - ( = - - - ) 

・動詞接頭辞は，間接目的語が 1・2 人称の場合は = になる。 

・過去形では，主語が 1・2 人称の場合に前母音 - が現れる。 

未来形 

主╲間目    

  =  =  

 =   =  

 =  =  =  

現在形 

主╲間目    

    

    

    

過去形 

主╲間目    

  =  =  

 =   =  

 =  =  =  
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(11) . 
(12) ? —  

(13) , . 
(14) ? — . 
 
  しばしば  もし 

  贈りもの 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい  

(1) もし君がその本を私にくれるなら，私は君にこの絵をあげる。 
(2) 子供たちはあなたに何をあげたのか？ 私に見せてください。 
(3) 人々は私に，私がダトに何を書き送ったか尋ねた。 

 

  人々 

 

◆ 練習 

(a) 私は君たちに… (1) 誕生日を尋ねる／尋ねた 
(b) 君は私たちに… (2) 写真を見せる／見せた 
(c) 彼らは私に… (3) メールを書く／書いた 
(d) ダトは君たちに… 
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第 17 課 

第 IV 類の動詞〈1〉 
 
① 第 IV 類の動詞 

 第 IV 類の動詞は，原則として，なんらかの状態を表わす。現在形
から / -...- によって未来形をつくる。ただし，語根が不規則に変
化するものも少なくない。未来形や過去形は第 II 類の動詞と同じよう
に活用する。たいてい，未完了過去と過去形のどちらか一方しか持た
ない。 

 現在 未完了過去 未来 過去 
〈間〉が〈主〉を持っ
ている 

   — 

〈間〉に〈主〉がいる    — 
〈間〉は〈主〉が好き
だ 

    

〈間〉は〈主〉が大好
きだ 

   — 

〈間〉が〈主〉と思う  —   
〈間〉が眠っている  —   
〈間〉が〈主〉という
名だ 

 —   

〈間〉が空腹だ    — 
〈間〉が〈主〉を覚え
ている 

   — 

〈間〉は〈主〉が欲し
い，望んでいる 

   — 
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・常に主語は主格，間接目的語は与格。格は変わらない。 

・「〈間〉が眠っている」などは主語（主格）を持たないが，3 人称単
数の主語の語尾がつく。 

 間接目的語の人称・数に応じて次のように活用する。 

 眠っている  -- - -   -- - -  
   -- - -   -- - --  
   -- - -   -- - --  

 持っている  -- -- -   -- - -  
   -- - -   -- - --  
   - -   - --  
 
 間接目的語が 3 人称の場合に前母音 - を持つ動詞では，間接目的
語が 1・2 人称であれば， - -， - -( - )， - となる。 

 大好きだ  -- - -   -- - -  
   -- - -   -- - --  
   - -   - --  
 
(1) ? — . . 
(2) — . 
(3)  

(4) . 
(5) , . 
(6) , . 
(7) . . 
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(8) ? 
(9) , . 
(10) , . 
 

これらの動詞では，動詞は 3 人称の主語の複数を標示しない。 

 . 
 . 

その代わり，主語が 3 人称である場合に限り，動詞に 3 人称の間接目
的語の複数を標示する - がつく。 

 . 
 . 

現在形では，主語が 1・2 人称の場合，語尾に - ( ), - ( ) が
つく。間接目的語が 3 人称単数であれば，主語の人称・数に応じて以
下のように変化する。 

 現在   -- - --    -- - -- --  
    - --    - -- --  
    - --    - --  

 未過   -- - - --    -- - - -- --  
    - - --    - - -- --  
    - - --    - - --  
 

(11) , . 
(12) — . 
(13) ? — , . 
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(14) , . 
 ( 古い) 
 
◇ 「大好きだ」の変化形を答えなさい。 

(15) 君は私が大好きだ／大好きだった 
(16) 私たちはニノが大好きだ／大好きだった 
(17) ニノはあなたがたが大好きだ／大好きだった 
 
◇ 「覚えている」の変化形を答えなさい。 

(18) 私たちは君を覚えている／覚えていた 
(19) あなたがたは私を覚えている／覚えていた 
(20) 彼らは君を覚えている／覚えていた 
 
◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 君の友人たちはどんな車が欲しかったのか？  
(2) 私がニノの部屋に入ったとき，彼女は眠っていた。 
(3) 私はあなたが私の名前を覚えていなかったと思っていた。 
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◆ 会話 
 

1 

買いもの 

 

A: ,  

B:  

A: ? 

B: . ? 

A: . 

B: ? 

A: , . 

B: ? 

A: , . 

B: , ? 

A: . 

 
  すみませんが… 
  いくらですか  

  キログラム 

  袋 

  カード 

  現金（ 本物の） 
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2 

家族について 

 

A: - ? 

B:  

A:  

B:  

A:  

B:  

A:  

B:  

A:  

  

B:  

 

  年上の 

  年下の 
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第 18 課 

第 IV 類の動詞〈2〉 
 
① 「立つ」「坐っている」など 

「立っている」「坐っている」などの状態を表わす第 IV 類の動詞は
以下の通り。「坐っている」は坐っている主体が単数か複数かによっ
て異なる動詞が用いられる。過去形では，1・2 人称で語根の形が不規
則に変化する。 

 現在 未来 過去 

立っている - -  - - -  
- - -  

- -  

横になっている -  - - -  - - -  

- -  

坐っている（単） -  - - -  
- - -  

- -  

坐っている（複） -  - - - -  
- - - -  

- -  

現在形では主語が 1・2 人称のときに語尾に - ( ), - ( ) がつく。 

   立っている 横になっている 
 現在  - - -  - - （← * - - ） 

   - -  -  

   - -  -  

   - -  - -  
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   坐っている（単）  坐っている（複） 
 現在  - -   - -  

   -   -  
   -    
 

同じような動詞に - - 「（モノが）置かれている，横たわっている」
もある。 

  現在 未来 過去 
 置かれている - -  - - -  - -  

 
「立ちあがる」「坐る」など，状態の変化を表わす動詞は第 II 類。第

IV 類の動詞と同じように過去形の語根が不規則に変化する。 

  未来 過去 
 立ちあがる = - -  = - - / = -  
 横になる = - -  = - - / = -  
 坐る（単） = - -  = - - / = -  
 坐る（複） = - -  = - - - / = -  
 
(1) ? . ( どうして) 
(2) . ( 教会) 
(3) , . 
(4) . 
(5) . 
(6) , . 
(7) . 
(8) ? 
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② 「好きになる」「空腹になる」など 

第 IV 類の動詞が「状態」を表わすのに対し，対応する「状態の変化」
の意味を表わすには，同じ語根からつくられる第 II 類の動詞が用いら
れる。 

  第 IV 類  第 II 類 
 大好きだ - -  大好きになる = - - - -  
 空腹だ - -  空腹になる = - - - -  
 欲しい - -  欲しくなる = - - -  
 

似たタイプの動詞の例として， 

 = - - - -  〈間〉が〈主〉を忘れる 
 = - - - -  〈間〉が〈主〉を思い出す 

 
(9) . 
(10) , .（ ケーキ） 
(11) , . 
(12) , . 
(13) , . 
(14) . ( たぶん) 
 
 
 
 

 
 

89 

③ 「寒い」「暑い」など 

「寒い」「暑い」などは第 IV 類の動詞で表現する。 

  現在 未過 未来 
 寒い -  - -  - - -  
 涼しい -  - -  - - -  
 暖かい -  - -  - - -  
 暑い -  - -  - - -  

 
「寒い」と 「暑い」は，間接目的語を伴うこともある。 

 ( ) --  私は寒い 
 ( ) --  彼/彼女は暑い 
 

対応する形容詞は以下の通り。 

 寒い，冷たい  暖かい，温かい  
 涼しい，やや冷たい  暑い，熱い  
 

◇ ジョージア語に訳しなさい。 

(1) ニノがその椅子に坐っていたので，私はここに坐った。 
(2) この部屋の中は私には暑いが，子供たちには寒い。 
(3) ダトは私たちのことは覚えていなかったが，あなたのことは思

い出した。 
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◆ 練習  

(1) — コンサートで［あなた／彼・彼女］はどこに［坐って／
立って］いましたか？  

 — ［私／彼・彼女］は［前／後ろ］に［坐って／立って］い
ました。 

 
    後ろに 
 
(2) — ［あなた／彼・彼女］は［寒い／暑い］ですか？  
 — はい，［私／彼・彼女］は［寒い／暑い］です。窓を［閉

めて／開けて］ください。 
 
   = - -       I. 閉める 
 
(3) — ［あなた／彼・彼女］は私の［名前／誕生日／電話番号］

を覚えていますか？
— いいえ，［私／彼・彼女］はあなたの［名前／誕生日／電

話番号］を覚えていません。忘れてしまいました。 
 

91 
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第 19 課 

「持ってくる」「連れていく」など，動名詞 
 
① 「持ってくる」「連れていく」など 

「持っている」， 「…に…がいる」に方向を表わす動詞接頭
辞をつけることで，「持ってくる」「連れていく」などの意味を表わす
動詞の現在形がつくられる。 

  ダトはかばんを持っている 
  ダトはかばんを持ってくる 

  ダトには弟がいる 
  ダトは弟を連れていく 

未来形や過去形では，第 I 類の動詞 = - - 「持ってくる」や

= - - ， = - - 「連れていく」などが用いられる。* = - -
という組み合わせはなく，代わりに = - - - 「持っていく」（過

）が用いられる。 

 持っていく 連れていく 

未来 
 
 

 
 

現在   

過去 
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(1) . 
(2) . 
(3) ? 
(4) . 
(5) ? 
 
◇ 次の文の動詞を未来形・過去形にしなさい。 

(6) . 
(7) . 
(8) ? 
 
② 動名詞 

 動詞の動名詞（「～すること」）は基本的に以下のような形をとる。
語幹接尾辞 - は になる。- は消える。 

 

    動名詞 
 = - - -  つくる = - -  
 = - - -  知り合う = - -  
 = -  書く = -  
 = - -  描く = - -  
 = - -  変える = -  
 - - -  見せる - -  

 
 

（動詞接頭辞 ） 語根 – 語幹接尾辞 –  
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 同じ語根を共有する第 I 類動詞と第 II 類動詞の動名詞は同じになる。 

I = - - -  始める  
= - - 開始 

II = - - -  始まる 
 

I = - -  変える  
= - 変化 

II = - - -  変わる 
 
 動詞接頭辞を持つ動名詞が具体的な行為を表わすのに対し，動詞接
頭辞のない動名詞は一般的な事象を表わす傾向がある。 

  私はこの本を読み出した 

  この少年は（字が）読める 

 
第 III・IV 類の動詞の多くは不規則な動名詞形を持つ。 

    動名詞 
 III - -  働く - -  働くこと 
  - -  勉強する -  勉強 

  - -  話す -  話すこと 
 IV - -  持っている -  
  - -  …に…がいる - -  
  - -  欲しい - -  

 
 , ... の 動 名 詞 は 。 移 動 を 表 わ す 動 詞 （ ,

...）の動名詞は （動詞接頭辞がつくと , ...）。 
 

 

95 

(9) . 
(10)  
(11) . 
(12) ? 
(13) . 
(14) . 

 =  IV. 〈間〉に〈主〉が可能だ，できる 

 （未 ; 過 ） 

 
 
③ 「知っている」の未来形 

「知っている」は，未来形で - - - 「〈間〉が〈主〉を知っ
ている［未来］」という形になる。動名詞は （「知っていること，
知識」）。 

 現在   . 
 未来   . 

(15) ? — . 
 
 
◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 毎日，私は子供たちを学校から連れて帰る。 
(2) あなたは私たちの会社（ ）でどうして働きたいのか？ 
(3) 私はダトが何をしたかったのか知らなかった。 
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◆ 練習 

(1) — あなたは［ここへ来る／この扉を開ける／リンゴを切る］
ことができますか？ 

 —［はい，できます／いいえ，できません］。 
 
(2) —［あなた／彼・彼女］は［本を読む／手紙を書く／絵を描

く］ことが好きですか？ 

 — はい，［私は／彼・彼女］は［本を読む／手紙を書く／絵
を描く］ことが好きです。 

 
(3) —［あなた／彼・彼女］は［リンゴを切って／工場で働いて

／英語を勉強して］いますか？ 
 —［私は／彼・彼女］はもう［リンゴを切る／工場で働く／

英語を勉強する］ことを終えました。 
   

    もう，すでに 
   = - - -  I. 終える 
 

  

97 

  



96 

 
◆ 練習 

(1) — あなたは［ここへ来る／この扉を開ける／リンゴを切る］
ことができますか？ 

 —［はい，できます／いいえ，できません］。 
 
(2) —［あなた／彼・彼女］は［本を読む／手紙を書く／絵を描

く］ことが好きですか？ 

 — はい，［私は／彼・彼女］は［本を読む／手紙を書く／絵
を描く］ことが好きです。 

 
(3) —［あなた／彼・彼女］は［リンゴを切って／工場で働いて

／英語を勉強して］いますか？ 
 —［私は／彼・彼女］はもう［リンゴを切る／工場で働く／

英語を勉強する］ことを終えました。 
   

    もう，すでに 
   = - - -  I. 終える 
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第 20 課 

間接目的語の付加，再帰形 
 
① 間接目的語の付加 

もともと間接目的語を持たない動詞に，間接目的語を新たに付け加
えることができる。 

. 
 ニノは ケーキを つくった 
      ↓ 

. 
 ニノは 友人に ケーキを つくってあげた 
  [間接目] 

 間接目的語の人称・数に応じて、動詞に以下の接辞がつく。 

. ニノはケーキをつくっている 
. ニノは私のためにケーキをつくっている 

 ダトはラジオを壊した 

 ダトは君のラジオを壊した 

（ = I 壊す） 
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. 私はお金を払った 
. 私はダトにお金を払った 

. 子供が戻った 
. 子供がニノのもとに戻った 

. 手紙が来た 
. 私たちに手紙が来た 

もともと前母音 - を持つ第 II 類の動詞は， - を - に変えること
によって間接目的語を持つようになる。 

. 授業（ ）が始まる 
. 私は授業が始まる 

. 女の子が生まれた 
. この女性に女の子が生まれた 

 
◇ 次の文に間接目的語を加えなさい。 

(1) . ( ) 
(2) , . ( ) 
(3) ? ( ) 
(4) . ( ) 
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(5) , . 
(6) . 
(7) . 
(8) . 

 ( 目) 
(9) . 
(10)  
 
② 再帰形 

他動詞の前母音を - にすることによって，行為が主語自身に向け
られていることが表わされる（「自分自身に対して…する」「自分の…
を…する」「自分のために…する」）。 

. ニノはケーキをつくった 

. ニノは自分のためにケーキをつくった 
 

. 私は自分の爪を切っている（ 爪） 
 

. ダトは（自分の）胸に手を置いた 
（ 心臓; 手） 

 
◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) ダトは私に小さな犬を描いてくれた。 
(2) 私の姉は少年たちにリンゴを切ってあげた。 
(3) 君はいつ（自分の）電話番号を変えたのか？ 
 

101 

 
◆ 練習 

(1) — ［あなた／彼・彼女］は誰のために［扉を開けた／絵を描
いた／ハチャプリをつくった］のですか？ 

 — ［私／彼・彼女］は［あなた／私たち／友人たち］のため
に［扉を開け／絵を描き／ハチャプリをつくり］ました。 

(2) — ［あなた／彼・彼女］は誰に電話を［した／している］の
ですか？  

 — ［私は／彼・彼女］は［母親／私］に電話を［しました／
しています］。 

 
 =  I 電話する 
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◆ 語彙 

  

 髪，毛  首 

 頭  手 

 顔  指 

 目  爪 

 鼻  肩 
 耳  胸 

 口  腹 

 舌，言語  背中 

 歯  足 

 
 =[ ]  I （体を）洗う 

 =  I （自分の体を）洗う 

 
  IV 〈間〉は〈主〉が痛い 

 （未 ; 未過 ） 
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◆ 会話：病院で 
 
A: 
B:
A: 
B: 
A: 
B: 
A:
B:

A:

= 苦しめる
いつから
熱

= 測る
薬

= 休む，休養する 
 

= 風邪をひく
病気だ 
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◆ 会話：病院で 
 
A: 
B:
A: 
B: 
A: 
B: 
A:
B:

A:

= 苦しめる
いつから
熱

= 測る
薬

= 休む，休養する 
 

= 風邪をひく
病気だ 
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第 21 課 

動詞「言う」，直接話法 
否定代名詞・否定副詞 

 
① 動詞「言う」 

間接目的語の有無に応じて異なる形が用いられる。 

(i) 間接目的語がない場合：「…が…を言う」 

  未来 現在 過去 
  - - -  - -  - -  
  - -  -  -  
 /  - - -  - -  -  
 /  - - -  - -  -  

(ii) 間接目的語がある場合：「…が…に…を言う」 

  未来 現在 過去 
  - - -  - - - -  - - -  
  - -  - - -  - -  
 /  - - -  - - -  - -  
 /  - - -  - - - -  - -  

(1) ? 
(2) , ? 

(3) , . 
(4) , . 
(5) , . 

105 

② 直接話法 

直接話法では，もとの発言がそのまま引用される。その際，もとの
発言者が誰であるかに応じて，引用部分の末尾に , , - の
いずれかが付される。 と はハイフンをつけて書かれる。 

 1 人称単数  
 3 人称  
 それ以外  
 
 間接話法 , . 
 直接話法 , . 

 間接話法 ,  
 直接話法 , . 
 
(6) , -  

(7) , - . 
(8) ,  
(9) , . 
(10) , - . 
(11) , .（ 豚; ことわざ） 
 
◇ 間接話法を直接話法に直せ。 

(12) , . ( ) 
(13) , . ( ) 
(14) , .（ダトが君に何を言ったのか…） 
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第 21 課 

動詞「言う」，直接話法 
否定代名詞・否定副詞 
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③ もはや…ない 

否定詞 ， ， から，「もはや…，これ以上…」という意味を
含む否定詞が派生される。 

  もはや，もうこれ以上…ない 
  もはや，もうこれ以上…できない 
  もはや，もうこれ以上…するな 

(15) . 
(16) . 
 
④ 否定代名詞・否定副詞  

否定詞と疑問詞を組み合わせて否定代名詞や否定副詞をつくる。
「何」の代わりに が， 「いつ」の代わりに
が用いられる。 

  誰も…ない  何も…ない 
  誰も…できない  何も…できない 
  誰も…するな  何も…するな 
 
  どこにも…ない  決して…ない 
  どこにも…できない  決して…できない 
  どこにも…するな  決して…するな 

, , との組み合わせも可能。たとえば， 

  もはや誰も…ない 
  もはやどこにも…できない 
  もはや何も…するな 

107 

これらの否定代名詞や否定副詞は動詞の直前に置かれる。否定詞を
繰り返してもよい（例： ( ) ）。 

(17) . 
(18) . 
(19) . 
(20) .（ 時間） 
 
◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 先生はその手紙について私たちに何も言わなかった。 
(2) ダトに，今日はどこにも行くなと言ってください。 
(3) あの女性は，「私はこの歌を忘れてしまい，もう歌えない」と

言った。 
 
◆ 練習 

(1) — ［あなた／あの人］はこの話を誰に［言いますか／言いま
したか］？（ 話） 

 — ［私／あの人］はこの話を［友人たちに／先生に／子供た
ちに／私（たち）に］［言います／言いました］。 

 
(2) — あなたはこの話を［私に／あの女性に／人々に］［言って

／（もう）言わないで］ください。  
 — はい，私はこの話を［あなたに／あの女性に／人々に］

［言います／（もう）言いません］。 
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◆ 会話：電話 

 
A: 
B:
A: 
B: 
A: 

B: 
A: 

B: 
A: 

   もしもし 

   私はまあまあだ，私（の調子）は悪くない

妻

すでに

用事，仕事 

= II. 〈間〉を待つ

109 
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第 22 課 

不定代名詞・不定副詞，関係詞 
さまざまな後置詞 

 
① 不定代名詞・不定副詞 

 特定の対象を指さない 特定の対象を指す 
  ( ) 

 誰か  ( ) 

 何か  ( ) 

 どこか   
 いつか   
 どれか  ( ) 

 いくつか  ( ) 

 どうにか   
 なぜか —  
 
 ? 誰か来たか？ 
 . 誰か来た。 

 . 私はどこかに坐る。 
 . 私はどこかに坐った。 

  

(1) ? 
(2) . 
(3) , . 

111 

(4) . 
(5) , . 
(6) , . 
(7) . 
(8) . 

  国 
 
② 関係詞 

 , , , , などのように，
疑問詞に - をつけて関係詞をつくる。関係代名詞としては一般に

が用いられる。 , , では，疑問詞の部分
が格・数に応じて変化する。 

(9) , , ? 
(10) , , ? 
(11) , ? 
(12) , . 
(13) , , . 

口語では， を用いた関係節が用いられることが多い。 を用
いた関係節は修飾される名詞の前にも後にも置かれうる。 
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第 22 課 
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③ さまざまな後置詞 
 すでに学んだ - ，- ，- 「…のために」，- 「…のそばに/
で」のほかに，以下のような後置詞がある。1 音節のもののみ名詞に
くっつけて書かれる。 

 (i) 属格の名詞をとる後置詞 

 --   …の方へ 
 --  …から（人，材料など） 

   …によって 
   …を除いて 
   …なしで 
   …について 

(14) ? 
(15) . 
(16) . 
(17) ? 

  すべての 
  眼鏡 
 

 (ii) 与格の名詞をとる後置詞 

  …のあいだに 
  …のあいだに 

(18) . 
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 (iii) 主格または与格の名詞をとる後置詞 

 --  …のように/のような 
 

原則として，主格が - で終わる場合にはそのまま主格(...- - )に，
それ以外の場合には与格形につく(...- - )。 

  → - -  少年のように/ような 
  → - -  少女のように/ような 

(19) . 
(20) , , . 

  甘い 
 
◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1)   私はどういうわけかこの女性が描くすべての絵が好きだ 
(2)   誰もコーヒーを砂糖（ ）なしで飲みません。 
(3)   家々の間に熊（ ）のように大きな犬が寝そべっていた。 
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◆ 会話：レストランで  

 

A:  

B:  

A:  

B:  

A:  

B:  

A:  

B:  

A:  

B:  

A:  
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- - - （過 ） 召し上がる 

ハチャプリ

イメレティ（ ）地方の

アチャラ（ ）地方の

ヒンカリ

- - 〈間〉は〈主〉がお望みだ

（未 ← 未・過は第 III 類の動詞として活用する） 

…個

飲みもの

ジュース，果汁

ガス（炭酸）入りの（＜ ガス）→ 次の課を参照

今すぐに（…します） 
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◆ 会話：レストランで  

 

A:  

B:  

A:  

B:  

A:  

B:  

A:  

B:  

A:  

B:  

A:  
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- - - （過 ） 召し上がる 

ハチャプリ

イメレティ（ ）地方の

アチャラ（ ）地方の

ヒンカリ

- - 〈間〉は〈主〉がお望みだ

（未 ← 未・過は第 III 類の動詞として活用する） 

…個

飲みもの

ジュース，果汁

ガス（炭酸）入りの（＜ ガス）→ 次の課を参照

今すぐに（…します） 
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第 23 課 

名詞・形容詞の派生 
 
① 形容詞の最上級・緩和級，比較の表現 

--......-- によって最上級（「最も，きわめて…」）， --......-- によって緩
和級（「やや…」）を派生する。 

   最上級 緩和級 
 高い -  → - - -  - -  
 新しい -  → - - -  - -  
 古い -  → - - -  - -  
 美しい -  → - - -  - -  
 甘い -  → - - -  - -  

「最も…」は，通常の形容詞と （文字通りには「すべてよ
りも」）の組み合わせによっても表現される。

 最も古い教会  

「良い」と 「悪い」には， -...- や -...- が直接つ
かない。その代わり，次のような形が用いられる。 

   より… 最も… 
 良い    
 悪い   ― 

， が，「最も…」ではなく，「より良い」「より悪い」
を意味することに注意。 
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 通常の形容詞には「より…」という意味を表わす特別な形はない。
比較は 「より…，もっと」を用いて表現する。比較の対象は，-

あるいは で表わす。 は比較の対象の前に置かれる。 

 ぶどうは林檎より高い （ 値段が高い） 
 .  
 . 
 
(1) ? 
(2) . 
(3) ,  

(4) . 
(5) , . 
(6) , . 

  画家 
 
② 「高さ」「新しさ」などの名詞の派生 

形容詞の語幹に --......-- (まれに --......-- ) をつけて，「…さ」という
意味の名詞をつくる。 

 高い -  → - -  高さ 
 新しい -  → - -  新しさ 
 美しい -  → - -  美しさ 
 甘い -  → - -  甘さ 

(7) ? 
(8) , . 
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③ -...- 「…のための」 
 名詞から --......-- によって，「…のための」「…用の」というような
意味を表わす形容詞をつくる。名詞として用いられるものも多い。 

 サッカー -  → - - サッカー場 
（ 広場） 

 車  → - - 車道（ 道） 

 客 -  → - - ホテル 

(9) . 
(10) . 
 
④ -...- 「…を入れるところ」 

 お金 -  → - -  財布 
 パン -  → - -  パン入れ 
 砂糖 -  → - -  砂糖入れ 
 
⑤ -...- 「…なしの」 

名詞から -......- に-よって「…のない，…を欠く」という意味の形
容詞をつくる。 

 帽子 -  → - -  帽子のない 
 肉 -  → - -  肉のない 
 窓  → - -  窓のない 

得られた形容詞を様格形で用いると，「…なしで」という表現になる。
意味は後置詞 に同じ。 
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(11) ? 
(12) . 

  スープ 
 
⑥ - 「…のある，…つきの，…を持った」 

 帽子 -  → - -  帽子をかぶった女性 
 砂糖 -  → - -  砂糖入りの紅茶 
 山  → - -  山がちな国 

 
(13) ,

. 
(14) 

 
 
◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) ダトは私（が持っている）よりもたくさんのズボンを持って
いる。 

(2) 君はこの肉入りの辛い（ ）スープをパンなしで食べら
れないのか？ 

(3) 私たちはそのレストランで最も高いワインを飲んだ。 
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◆ 語彙：さまざまな形容詞 

  大きい  小さい 

  多い  少ない 

  高い  低い 

  ⾧い  短い 

  広い  狭い 

  遠い  近い 

  新しい  古い 

  良い  悪い 

  強い  弱い 

  明るい  暗い 

 

   白  黒 

  青  赤 

  黄色  緑 

  水色  ピンク 

  灰色  茶色 
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◆ 会話：ペットについて 

A: 

B: 

A: 

B: 

 

A: 

B: „ “  

A: 

 

B: 

A:  

B: 

A: „ “

   尻尾 

   一方，しかし～は… 

  散歩 
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◆ 会話：ペットについて 

A: 

B: 

A: 

B: 

 

A: 

B: „ “  

A: 

 

B: 

A:  

B: 

A: „ “

   尻尾 

   一方，しかし～は… 

  散歩 
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第 24 課 

接続法過去〈1〉  

 

① 第 I・III 類の動詞の接続法過去 

 接続法として 4 つの形があり（接続法未来，接続法現在，接続法過
去，接続法完了），もっともよく用いられるのが接続法過去。 

 接続法過去は現在や未来の事態を表わす。過去形をもとにつくられ
るので，接続法「過去」と呼ぶが，過去の事態を表わすわけではない
ことに注意。主語や目的語がどの格になるかも過去形に同じ。 
 I・III 類の動詞の接続法過去形において，接続法を示す基本的な接
尾辞は -- 。未来形で語根が母音を含まない動詞の一部では -- 。

「あげる」では例外的に -- 。 

 I. 書く 

  過去形  接続法過去形 
  = - -  → = - -  
  = -  → = -  
  = -  → = - -  
  = - - -  → = - - -  
  = - -  → = - -  
  = -  → = - -  
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 I. 理解する 

  過去形  接続法過去形 
  = - - -  → = - - -  
  = - -  → = - -  
  = - -  → = - - -  
  = - -  → = - - -  

 III 話す 

  - - -  → - - -  
  - -  → - -  
  - -  → - - -  
  - -  → - - -  

 I 切る 

  = - -  → = - -  
  = -  → = -  
  = -  → = - -  
  = -  → = - -  

 I あげる，やる 

  = - - -  → = -( -) -  
  = - -  → = - -  
  = - -  → = - - -  
  = - -  → = - - -  
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◇ 接続法過去形の主語の人称変化を答えなさい 

(1)  (3)  
(2)  (4) （接続法 - ） 
 
② 接続法の用法（1）— 主文で 

 主文で用いると，「…すべきだ」「…するといい」「…しますように
（願望）」というような意味を表わす。とくに，主語が 1 人称複数の
形は，「…しよう」という勧誘の意味で用いられる。 

(1) . 
(2) . 
(3) ? 
(4) ? 
(5) ! 
 
 主語が 2 人称の接続法過去形は，否定詞 とともに主文で用いら
れて，「…するな」という禁止の意味を表わす。 

(6) （ ） 
 
③ 接続法の用法（2）— , などとともに 

「…したい，…してほしい，望む」， 「…できる，…し
てもよい」などとともに接続法の動詞が用いられる。 は省略され
ることが多い。 

(7) . 
(8) ? 
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(9) . 
(10) , ? 

 は接続法または直説法の動詞とともに用いられて，「…か
もしれない」という意味を表わす。あるいは，接続法の動詞とともに，
（もっぱら疑問文や否定文で）「…してもよい」という意味を表わす
（ 「…してはいけない」）。 自体は人称・数によ
って変化しない。 

(11) . 
(12) . 
(13)  
 
④ 接続法の用法（3）—「…するために」 

に導かれる従属節で接続法を用いて，「…するために」「…する
ように」という意味を表わす。 

  

 この手紙を読むために，私は眼鏡を持ってきます。 

(14)  

(15) , . 
 
◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 私はいつかトビリシに住みたい。 
(2) あなたは子供たちを博物館に連れていくことができますか？ 
(3) 私たちはテーブルの上に置かれているブドウを食べてもいい

ですか？ 
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(9) . 
(10) , ? 
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(15) , . 
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第 25 課 

接続法過去〈2〉 
 
① 第 II・IV 類の動詞の接続法過去 

前母音 / がついている動詞では，接続法過去形の語尾は第 I・
III 類の動詞の場合と同じ。 

  II. 生まれる 

  過去形  接続法過去形 
  = - - -  → = - - -  
  = - -  → = - -  
  = - -  → = - - -  
  = - - - -  → = - - - -  
  = - - -  → = - - -  
  = - -  → = - - -  

 
  II. 変わる 

  過去形  接続法過去形 
  = - - -  → = - - -  

  = - -  → = - -  

  = - -  → = - - -  
  = - - - -  → = - - - -  
  = - - -  → = - - -  

  = - -  → = - - -  
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それ以外の動詞では，接続法過去を示す接尾辞は 。主語が 3 人称
複数の場合，語尾は で，過去形と同じになる。 

  II. 残る 

  過去形  接続法過去形 
  = - -  → = - -  
  = -  → = -  
  = -  → = - -  
  = -  → = -   

 
  II. 戻る，帰る 

  過去形  接続法過去形 
  = - -  → = - -  
  = -  → = -  
  = -  → = - -  
  = -  → = -  
 
 
② の接続法過去 

  - - -   - - - -  
  - -   - - -  
  - - -   - -  
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③ の接続法過去 

  =   =  
  =   =  
  =   =  

(1) . 
(2)  
(3)  
(4) ,

. 
(5) 薬) 
 

④ 接続法の用法（4）— 「…せねばならない」 

とともに接続法を用いて「…せねばならない」「…であるはず
だ」という意味を表わす。 は不変化で，主語や目的語を持たず，
第 IV 類動詞 「欲しい」とは異なる。 はたいてい動詞の直
前に置かれ，否定詞や疑問詞は通常 の前に置かれる。否定され
ると「…してはいけない」「…であるはずがない」という意味になる。 

  ニノは歌いたい（ は第 IV 類の動詞） 

  ニノは歌わなければならない 

  私は歌いたい（ は第 IV 類の動詞） 

  私は歌わなければならない 
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(6)  
(7) . 
(8) . 
(9) ? 
(10) . 
 

④ 接続法の用法（5）—「…とは思わない」「あたかも…」 

従属節の内容が，話し手の考えとは異なるものとして提示される場
合，接続法が用いられることがある。たとえば，
「私は…と思わない」， 「私は…とは言わない」など
のような主文とともに（直説法でもよい）。 

 

 (|| )  

 私は明日雨が降るとは思わない。 

 
 
◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 私の父は私が村に戻って，学校の先生になることを望んでい
る。 

(2) 明日は寒い日かもしれず，私たちは暖かく（服を）着ないと
いけない。 

(3) 土曜日に君は 11 時までに駅に来なければならない。 
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③ の接続法過去 

  =   =  
  =   =  
  =   =  

(1) . 
(2)  
(3)  
(4) ,

. 
(5) 薬) 
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(6)  
(7) . 
(8) . 
(9) ? 
(10) . 
 

④ 接続法の用法（5）—「…とは思わない」「あたかも…」 

従属節の内容が，話し手の考えとは異なるものとして提示される場
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 (|| )  
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◇ ジョージア語に訳しなさい 
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る。 
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第 26 課 

接続法現在，能動分詞 
 
① 接続法現在 

接続法現在形は未完了過去形をもとにしてつくられる。接続法の語
尾は常に -- 。3 人称複数では - で，未完了過去と同形になる。 

  I. つくる，する 

  未完了過去  接続法現在 
  - - - - -  → - - - - -  
  - - - -  → - - - -  
  - - - -  → - - - - -  
  - - - - - -  → - - - - - -  
  - - - - -  → - - - - -  
  - - - -  → - - - -  
 
  II. 残る 

  未完了過去  接続法現在 
  - - - -  → - - - -  
  - - -  → - - -  
  - - -  → - - - -  
  - - - - -  → - - - - -  
  - - - -  → - - - -  
  - - -  → - - -  
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  III. 話す 

  未完了過去  接続法現在 
  - - - -  → - - - -  
  - - -  → - - -  
  - - -  → - - - -  
  - - - - -  → - - - - -  
  - - - -  → - - - -  
  - - -  → - - -   

 
接続法現在形は現在の事態を表現する接続法。とくに，（過去形がな

いために）接続法過去を持たない動詞の接続法過去形の代わりに用い
られる。 

(1) . 
(2) . 
(3) . 
(4) . 
(5)  

 

 

② 能動分詞 

能動分詞は主として第 ・ 類の動詞からつくられ，「…する／して
いる（人・モノ）」というような意味を表わす。独立で名詞として用
いられたり，他の名詞を修飾したりする。

この手紙を書く 書いた人
この手紙を書く 書いた男性
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第 類の動詞の能動分詞は動名詞形から末尾の を除き， （とき
に ）をつけてつくる。 

 未来形 動名詞 能動分詞 
書く =  =  =  

始める =  =  =  

あげる =  =  =  

語幹接尾辞が で語根が母音を含む動詞や，動詞接頭辞と動名詞
の語尾 を除いた部分が母音を含まない動詞には がつく。 

 未来形 動名詞 能動分詞 
つくる =  =  =  

払う =  =  =  

切る =  =  =  

語幹接尾辞が の動詞では， がついた形と並んで， とい
う形も用いられる。 

 未来形 動名詞 能動分詞 

読む =  =  
=  

=  

動詞接頭辞のない動名詞の形から， （ときに ）に
よってつくることもある。すでに学んだ 「画家」などもこ
のパターン。 

   動名詞 能動分詞 
買う 買い手
書く 作家
読む 読者
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 第 類の動詞からは，基本的に によって能動分詞がつくら
れる。

話す → 話す人
勉強する → 学ぶ人，生徒
踊る → 踊り手
歌う → 歌手

 その他，さまざまな動詞の能動分詞。 

  動名詞  能動分詞 

来る → = , =

いる ある →

言う →

 
(6)  

(7)  

(8) 
( 難しい) 

 
◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) その雑誌には多くの女性の読者がいるかもしれない。 

(2) 私はこの村にジョージア語を話す人が住んでいるとは思わな
い。 

(3) 今，踊り手たちは電車でトビリシへ行くところであるはずだ。 



132 

第 類の動詞の能動分詞は動名詞形から末尾の を除き， （とき
に ）をつけてつくる。 

 未来形 動名詞 能動分詞 
書く =  =  =  

始める =  =  =  

あげる =  =  =  

語幹接尾辞が で語根が母音を含む動詞や，動詞接頭辞と動名詞
の語尾 を除いた部分が母音を含まない動詞には がつく。 

 未来形 動名詞 能動分詞 
つくる =  =  =  

払う =  =  =  

切る =  =  =  

語幹接尾辞が の動詞では， がついた形と並んで， とい
う形も用いられる。 

 未来形 動名詞 能動分詞 

読む =  =  
=  

=  

動詞接頭辞のない動名詞の形から， （ときに ）に
よってつくることもある。すでに学んだ 「画家」などもこ
のパターン。 

   動名詞 能動分詞 
買う 買い手
書く 作家
読む 読者

133 

 第 類の動詞からは，基本的に によって能動分詞がつくら
れる。

話す → 話す人
勉強する → 学ぶ人，生徒
踊る → 踊り手
歌う → 歌手

 その他，さまざまな動詞の能動分詞。 

  動名詞  能動分詞 

来る → = , =

いる ある →

言う →

 
(6)  

(7)  

(8) 
( 難しい) 

 
◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) その雑誌には多くの女性の読者がいるかもしれない。 

(2) 私はこの村にジョージア語を話す人が住んでいるとは思わな
い。 

(3) 今，踊り手たちは電車でトビリシへ行くところであるはずだ。 



134 

第 27 課 

過去未来，条件文 
 
① 過去未来 

現在形から未完了過去形をつくるのと同じように，未来形の語尾に 
- （第 I・III 類），または - （第 II・IV 類）をつけて，過去未来
形をつくる。 

 I. する，つくる 

  未来形  過去未来形 
  = - - -  → = - - - - -  
  = - -  → = - - - -  
  = - - -  → = - - - -  
  = - - - -  → = - - - - - -  
  = - - -  → = - - - - -  
  = - - -  → = - - - -  

 
 II. 生まれる 

  過去形  過去未来形 
  = - - - -  → = - - - - -  
  = - - -  → = - - - -  
  = - - -  → = - - - -  
  = - - - - -  → = - - - - - -  
  = - - - -  → = - - - - -  
  = - - - -  → = - - - -  
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移動を表わす動詞 の過去未来形。 

 来る 

  =   =  

  =   =  

  =   =  

 

② 過去未来の用法 

[a] 過去における未来を表わす。 

 , . 私はダトが来ると思う 

 , . 私はダトが来ると思った 

 
[b] しばしば動詞の直後に を伴って，過去の習慣的な事態を
表わす（「…したものだった」）。 

(1) , . 
(2) . 

   若い 

 
[c] 非現実的な条件文の帰結節で（→ ④）。 

 
③ ＋ 直説法： 「…する/したときに」 

 直説法の動詞とともに を用いて，「…する／したときに」と
いう従属節をつくる。 は動詞の前のいずれかの位置に置かれる
（節の最初の位置はなるべく避けられる）。 
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(3) , . 
(4) ,  
(5) , ? 

    途中で 

 
④ ＋ 接続法： 条件文 

 接続法の動詞とともに を用いて条件文をつくる。 
 
(6) , . 
(7) ,  

(8) , ,
. 

 
 条件節の内容が非現実的なものであれば，帰結節で過去未来形が用
いられる。 
 
(9) , . 
(10) , . 
 
◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 私の母はコンサートが 6 時に始まると知らなかった。 
(2) もし君が甘いコーヒーが好きなら，私が砂糖入りの（コーヒ

ー）をつくってあげたのに。 

(3) もしジョージア語を知らなかったら，私は彼が言うことを理
解できなかっただろう。 
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◆ 時間の表現 

「…時…分」という表現では時間を示す数を属格にする。日本語の
表現と比べると，時間を表わす数が一つ多いことに注意。「…時半」
は （文字通りの意味は「半分」）。 

 

 2 時 10 分  （ 分） 

 2 時 10 分に  

 2 時半  
 2 時半に  
 

30 分以降は「…時に…分足りない」と表現する。「…時…分に」は
を含む従属節を用いる。 

 

 2 時 50 分だ ( ) あるいは  

 2 時 50 分に ( ) / ... 
 

 （過 ） IV 〈間〉に〈主〉が足りない 

 = II 〈間〉に〈主〉が足りなくなる 

 

(1) . 
(2) ,

. 
(3)  
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(3)  
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◆ 会話 — 時間の表現 
 

① 

A:  

B:  

 
 
② 

A:  

B: 

A:  

B: 

 

 
③ 

A:  

B: 

A:  

B: 
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◆ 練習 
 
(1) もしお金がとてもたくさんあったら，何をしますか？  
 
(2) もし⾧い休暇（ ）があったら，どこへ行きますか？ 
 
(3) もしタイムマシン（ ）があったら，いつの時代

に行きますか？ 
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◆ 会話 — 時間の表現 
 

① 

A:  

B:  

 
 
② 

A:  

B: 

A:  

B: 

 

 
③ 

A:  

B: 

A:  

B: 
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◆ 練習 
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第 28 課 

過去分詞，完了分詞 
 
① 過去分詞 

過去分詞は基本的に動名詞形をもとにしてつくられる。 

 

[1] 語幹接尾辞が - - - - の動詞には - がつく。-( ) は
消える。 

 未来形 動名詞 過去分詞 
つくる =  =  =  

始める =  =  =  

描く =  =  =  

着る =  =  =  

あげる =  =  =  

 

[2] その他の動詞には - がつく。 

 未来形 動名詞 過去分詞 
書く =  =  =  

払う =  =  =  

切る =  =  =  

持ってくる =  =  =  

 
[3] - も - も持たない第 II 類の動詞の一部は， - - ， - - に
よって過去分詞をつくる。 
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 未来形 動名詞 過去分詞 
立ち上がる =  =  =  

坐る =  =  =  

 
[4] 移動を表わす動詞 の過去分詞は = 。 

 未来形 動名詞 過去分詞 
来る =  =  =  

 
動詞の過去分詞 は，「元の…，以前の…」というよ

うな意味で用いられる。 

  元大統領 
 
 
② 過去分詞の用法 

過去分詞は「描かれた絵」「絵が描かれている」のように動詞の表わ
す事態の結果を意味する 

  描かれた絵 

  絵が描かれている。 

また，動詞 ， とともに用いられて，「（すでに）…してい
る」というような意味を表わす。 

  

 私はこの本を（すでに）読んでいる 
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 私はケーキを（すでに）切ってある 

 （※ 「私は切られたケーキを持ってい
る」と比較） 

 

(1) 
（ ...  …なので） 

(2) 
 

(3) 
 

 

 

③ 完了分詞 

 他動詞から接頭辞 によって完了分詞がつくられる。動詞の意味
する事態の結果を表わすのは過去分詞と同じだが，完了分詞は結果と
して得られた具体的なモノを指したり，「ある事態を経験している」
というような意味を表わすことが多い。 
 次の動詞では，過去分詞がほとんど用いられない代わりに，もっぱ
ら完了分詞が用いられる。 

 見る → 見られた
買う → 買われた
使う →  使われた
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 そのほかに，名詞としてよく使われるものとして，次のような完了
分詞がある。

書く →  書かれたもの
描く → 描かれたもの，絵
（人を）知っている，知り合いだ 

   → 知り合い，知人 

 動詞の能動分詞 に - がついた は，「…
に行ったことがある」という意味で用いられる。 

ジョージアに行ったことがある。
 
(4)  

(5) 
 

(6)  

 
 
◇ 過去分詞や完了分詞を用いてジョージア語に訳しなさい 

(1) 招待された客たちは開かれた扉から入ってきた。 
(2) 私たちはすでにお金は払ってあるが，食べものはまだ持って

こられていない。（ すでに，もう） 
(3) 私はこの画家の絵をどこかで見たことがある。  
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る」と比較） 

 

(1) 
（ ...  …なので） 

(2) 
 

(3) 
 

 

 

③ 完了分詞 

 他動詞から接頭辞 によって完了分詞がつくられる。動詞の意味
する事態の結果を表わすのは過去分詞と同じだが，完了分詞は結果と
して得られた具体的なモノを指したり，「ある事態を経験している」
というような意味を表わすことが多い。 
 次の動詞では，過去分詞がほとんど用いられない代わりに，もっぱ
ら完了分詞が用いられる。 

 見る → 見られた
買う → 買われた
使う →  使われた
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 そのほかに，名詞としてよく使われるものとして，次のような完了
分詞がある。

書く →  書かれたもの
描く → 描かれたもの，絵
（人を）知っている，知り合いだ 

   → 知り合い，知人 

 動詞の能動分詞 に - がついた は，「…
に行ったことがある」という意味で用いられる。 

ジョージアに行ったことがある。
 
(4)  

(5) 
 

(6)  

 
 
◇ 過去分詞や完了分詞を用いてジョージア語に訳しなさい 

(1) 招待された客たちは開かれた扉から入ってきた。 
(2) 私たちはすでにお金は払ってあるが，食べものはまだ持って

こられていない。（ すでに，もう） 
(3) 私はこの画家の絵をどこかで見たことがある。  
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第 29 課 

未来分詞，否定分詞 
 
① 未来分詞 

未来分詞はもっぱら第 I・III 類の動詞から，動名詞形をもとに，
( ) によってつくられる。語幹接尾辞が で語根が母音を含む

動詞や，動詞接頭辞と動名詞の語尾 を除いた部分が母音を含まな
い動詞には がつく。 

 未来形 動名詞 未来分詞 
つくる =  =  =  

着る =  =  =  

切る =  =  =  

払う =  =  =  

理解する =  =  =  

書く =  =  =  

あげる =  =  =  

 
語幹接尾辞 の動詞では， がそのまま残った形と が消えた

形の両方がありうる。 

 描く = - -  → = - ( )  

 読む =  → = ( )  

 見る，会う  → - -  
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第 類の動詞からは，基本的に によって未来分詞をつくる。 

昼食をとる  →
話す →
住む →

動詞の未来分詞形は，たとえば動詞接頭辞が であれば，
となる。 「出口」， 「入口」

などのように名詞としても用いられる。 

② 未来分詞の用法 

未来分詞は基本的に「…するべき／されるべき（人・モノ）」という
意味を表わす。 

読むべき本
買うべきパン
その手紙は書かれねばならない
この水は飲むのにいい
私は行かなくてはならない

また，未来分詞を動詞 とともに用いて，「…を…するこ
とになっている」「…を…しなければいけない」というような意味を
表わすことができる。

私はこの本を読まねばならない。
 君はあの人に会わねばならない。 
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 未来分詞の様格形は「…をしに」という目的の意味を表わすのに用
いられる。直接目的語があれば属格の修飾語になる。

私は友人に会いに来た。
私は眠るために横になった。

 

(1)  

(2) 
 

(3)  

 

 

③ 否定分詞 

 主に第 類の動詞から，接頭辞 によって，「…されない」「…さ
れえない」「…されていない」という意味を表わす否定分詞がつくら
れる。語幹接尾辞が 以外の動詞ではたいてい が伴う。

→ つくられない
→ 変わらない
→ 書かれない
→ 読まれない
→ 理解できない
→ 知られざる

147 

ほかの分詞と同様に，通常の形容詞や名詞として用いられる。

洗われていない皿
このコップは洗われていない
洗われていないものをテーブル
の上に置くな

   I. 洗う 
 
(4) 

. 
(5) 

 

 

 

◇ 未来分詞や否定分詞を用いてジョージア語に訳しなさい 

(1) すべてのズボンが洗われていなくて，私には今日はくべきズ
ボンがない。 

(2) 私たちは友人にあげるべき贈りものをこの店で買おう。 
(3) 私の父の誕生日に招待されていない客たちもやってきた。 
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第 30 課 

使役形 
 
① 第 III 類の動詞からの派生 

第 III 類動詞の未来形の - を - に変えることによって，対応する
使役の意味を表わす動詞がつくられる（「…する」→「…させる」）。 
 
  現在形 未来形 使役動詞（現在/未来形） 

 遊ぶ - -  - - -  - -- -  遊ばせる 

 話す - -  - - -  - - -  話させる 

 歌う - -  - - -  - - -  歌わせる 

 働く - -  - - -  - - -  働かせる 

 

もとの動詞に直接目的語がなければ，「…させられる」人・モノは直
接目的語になる。もとの動詞に直接目的語があれば，「…させられる」
人・モノは間接目的語になる。 

 . → . 

 . → . 

 

一部の第 I 類の動詞も同じような派生を行なう。語幹接尾辞は - にな

る。 

 = - - -  目覚める → = - - -  目覚めさせる 

 = - - -  眠る → = - - -  眠らせる 

 = - - -  休む → = -- - -  休ませる 

 =  読む → =  読ませる 
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(1) . 

(2)  . . 

(3) . 

(4)  

(5) 

 

 

 

② 使役動詞 

第 I 類の動詞から接尾辞 ( ) によって使役動詞を派生する。 

動名詞形から動詞接頭辞と末尾の母音 を除いた部分に母音が含まれ

る場合は - が，母音が含まれない場合は がつく。使役動詞の

前母音は常に -，語幹接尾辞は - 。 

 

 母音が含まれる場合 -. -- -  

 母音が含まれない場合 - -- -- -  

 

 ( ) 母音を含むもの 

   動名詞  使役動詞 

 つくる = - - -  = - -  → = - - - - -  

 理解する = - - -  = - -  →  = - - - - -  

 書く = -  = -  → = - - - -  

 描く = - -  = - -  → = - (- )- - -  
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第 30 課 

使役形 
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(1) . 

(2)  . . 

(3) . 

(4)  

(5) 

 

 

 

② 使役動詞 

第 I 類の動詞から接尾辞 ( ) によって使役動詞を派生する。 
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る場合は - が，母音が含まれない場合は がつく。使役動詞の

前母音は常に -，語幹接尾辞は - 。 
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 ( ) 母音を含むもの 

   動名詞  使役動詞 

 つくる = - - -  = - -  → = - - - - -  
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 ( ) 母音を含まないもの 

   動名詞  使役動詞 

 変える = - -  = -  → = - - -- - -  

 支払う = - - -  = -  → = - - -- - -  

 着る = - - -  = - -  → = - - - -- - -  

 

「…させられる」人・モノ（被使役者）は，間接目的語になる。 

 . 

   → . 

 

(6) . 

(7)  

. 

(8)  

(9) 
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◇ 使役動詞をつくりなさい。 

(1)  

(2) 

(3) 

(4) 

 

◇ ジョージア語に訳しなさい 

(1) 母は私たちにリンゴ入りの大きなケーキをつくらせた。 

(2) その男性に日本語を知っている彼の知り合いを連れて来させ
なさい。 

(3) もし（私に）湯があれば，あなたにおいしいお茶を飲ませて
あげたのに。 
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 ( ) 母音を含まないもの 

   動名詞  使役動詞 
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名詞と修飾語の変化 
 

 家  山 
    
主格 -  - -   - -  
能格 -  - -  -  - -  
与格 -  - -  -  - -  
属格 -  - -  -  - -  
具格 -  - -  -  - -  
様格 -  - -  -  - -  
呼格 -  - -  (- ) - -  

～から -  - -  -  - -  
～まで -  - -  -  - -  
 
 
 木 泉 小川 
     
主格 複 - - ) (複 - - ) (複 - - ) 
能格 -  -  -  
与格 -  -  -  

属格 -  -  -  
具格 -  -  -  
様格 -  -  -  
呼格 (- ) (- )  

～から -  -  -  

～まで -  -  -  

153 

 
 
 桃（縮約する名詞） 国（縮約する名詞） 
  
主格 -  - - - -  
能格 -  - - - - -  
与格 -  - -  - - -  
属格 -  - - - - -  
具格 -  - - - - -  
様格 -  - - - - -  
呼格 -  - - (- ) - -  

～から -  - - - - -  
～まで -  - - - - -  
 
 
 この大きな町 あの小さな村 

   
主格  -  -    -  
能格  -  -    -  
与格   -    -  
属格  -  -    -  
具格  -  -    -  
様格   -    -  
呼格  -  -    -  

～から  -  -    -  
～まで   -    -  
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人称代名詞・疑問詞 「誰」の変化 
 
 私 君 私たち あなた（がた） 
主格  

能格  

与格  

 

 彼・彼女 彼・彼女ら 誰 
主格  

能格  

与格  

 

 

指示代名詞の変化 
 
 これ  それ  あれ 
主格  

能格  

与格  

属格  

具格 ― ― ― 

様格 ― ― ― 
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動詞の活用 

第 I 類 「する，つくる」（動名詞  ） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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動詞の活用 

第 I 類 「する，つくる」（動名詞  ） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 I 類 「書く」（動名詞  ） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 I 類 「描く」（動名詞  ） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 I 類 「書く」（動名詞  ） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 I 類 「描く」（動名詞  ） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 II 類 「残る」（動名詞  ） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 II 類 「生まれる」（動名詞  ） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 II 類 「残る」（動名詞  ） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 II 類 「生まれる」（動名詞  ） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 II 類 「腹を立てる」（動名詞  ） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 III 類 「遊ぶ」 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 II 類 「腹を立てる」（動名詞  ） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 III 類 「遊ぶ」 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 IV 類 「〈間〉が思う」 

※間接目的語の人称・数による変化。主語が 3 人称単数の場合。 
 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

なし なし 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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動詞   

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

なし なし 

 過去  接続法過去 

 

 完了 過去完了 接続法完了 
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第 IV 類 「〈間〉が思う」 

※間接目的語の人称・数による変化。主語が 3 人称単数の場合。 
 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

なし なし 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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 未来 過去未来 接続法未来 
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 完了 過去完了 接続法完了 
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動詞  （動詞接頭辞が の場合） 

 未来 過去未来 接続法未来 

 現在 未完了過去 接続法現在 

 過去  接続法過去 

 完了 過去完了 接続法完了 
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動詞 「言う」（動名詞 ） 

 未来 過去未来 接続法未来 
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 過去  接続法過去 
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動詞  （動詞接頭辞が の場合） 
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動詞 「言う」（動名詞 ） 

 未来 過去未来 接続法未来 
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 完了 過去完了 接続法完了 
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動詞の変化：主語・目的語の人称・数の組み合わせ  

第 I 類 「見る，会う」（動名詞  ）— 主語と直接目的語 

未来 

主＼目     

―

―

―

―

 

―

―

 

―

―

過去 

主＼目      

―

―

―

―

―

―

―

―

完了 

主＼目      

―

―

―

―

 

―

―

―

―

過去完了 

主＼目      

―

―

―

―

―

―

―

―
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第 I 類 「あげる」（動名詞  ）— 主語と間接目的語 

未来 

主＼目      

―

―

―

―

―

―

―

―

現在 

主＼目      

―

―

―

―

―

 

―

―

―

過去 

主＼目      

―

―

―

―

―

―

 

―

―

接続法過去 

主＼目      

―

―

―

―

―

―

―

― 
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動詞の変化：主語・目的語の人称・数の組み合わせ  

第 I 類 「見る，会う」（動名詞  ）— 主語と直接目的語 
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―

―

―

 

―

―

 

―

―
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―

―

―

―

―

―

―

―

完了 

主＼目      

―

―

―

―

 

―

―

―

―

過去完了 

主＼目      

―

―

―

―

―

―

―

―
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第 I 類 「あげる」（動名詞  ）— 主語と間接目的語 

未来 

主＼目      

―

―

―

―

―

―

―

―

現在 

主＼目      

―

―

―

―

―

 

―

―

―

過去 

主＼目      

―

―

―

―

―

―

 

―

―

接続法過去 

主＼目      

―

―

―

―

―

―

―

― 
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第 II 類 「手伝う，助ける」（動名詞  ）— 主語
と間接目的語  

未来 

主＼目    

―

―

―

―

―

―

現在 

主＼目    

―

―

―

―

―

―

過去 

主＼目    

―

―

―

―

―

―

完了 

主＼目    

―

―

―

―

―

―
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未来 

主＼目   

―

―

現在 

主＼目   

―

―

過去 

主＼目   

―

―

完了 

主＼目   

―

―
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第 II 類 「手伝う，助ける」（動名詞  ）— 主語
と間接目的語  

未来 

主＼目    

―

―

―

―

―

―

現在 

主＼目    

―

―

―

―

―

―

過去 

主＼目    

―

―

―

―

―

―

完了 

主＼目    

―

―

―

―

―

―
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未来 

主＼目   

―

―

現在 

主＼目   

―

―

過去 

主＼目   

―

―

完了 

主＼目   

―

―
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第 IV 類 「〈間〉は〈主〉が大好きだ」— 主語と間接目的語 

未来 

主＼目    

―

―

―

―

―

―

現在 

主＼目    

―

―

―

―

―

―

完了 

主＼目    

―

―

―

―

―

―

過去完了 

主＼目    

―

―

―

―

―

 
―
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未来 

主＼目  

―

―

現在 

主＼目    

―

―

完了 

主＼目    

―

―

過去完了 

主＼目    

―

―
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第 IV 類 「〈間〉は〈主〉が大好きだ」— 主語と間接目的語 

未来 

主＼目    

―

―

―

―

―

―

現在 

主＼目    

―

―

―

―

―

―

完了 

主＼目    

―

―

―

―

―

―

過去完了 

主＼目    

―

―

―

―

―

 
―
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未来 

主＼目  

―

―

現在 

主＼目    

―

―

完了 

主＼目    

―

―

過去完了 

主＼目    

―

―
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例文・会話の日本語訳とジョージア語訳の例 

第 1 課 

(1) この少女 (7) これは何ですか？ — それはナイフです。 
(2) その机 (8) それは何ですか？ — これはリンゴです。 
(3) あの子供 (9) あれは何ですか？ — スミレです。 
(4) その大きなナイフ (10) この机は大きいです。 
(5) このおいしいリンゴ (11) リンゴはどこにありますか？ 
(6) 彼（女）の黒い机 (12) あの子供は誰ですか？ 

(1)   . /    . 
(2)     ? 
(3)    ? 

第 2 課 

(1) あの大きな家は新しいです。 
(2) このワインはおいしいです。 
(3) この女性はジョージア人ではありません。 
(4) 彼（女）は日本人ですか？ — いいえ，ジョージア人です。 
(5) その白い机は新しいですか？ — はい，新しいです。 
(6) この日本人の少女は誰ですか？ 
(7) あの小さな絵（または写真）はどこにありますか？ 
(8) 私は日本人です。 
(9) 君はジョージア人か？ — いいえ，ジョージア人ではありません。 
(10) あなたは日本人ではありませんか？ 
(11) あの少年と少女は誰ですか？ 
(12) あれは私たちの家です。 
(13) これは君の時計か？ — いや，私のではありません。 
(14) あの男性は誰ですか？ — あれは私の父です。 
(15) 彼（女）の母親は日本人ですか？ — いいえ，ジョージア人です。 
(16) あなた（がた）のコップはどこにありますか？ — ここにあります。 

(1)    ? 
(2)    . 
(3)     . 

第 3 課 

(1) この雑誌は新しくありません。 
(2) あの男性は君の父親か？ — いいえ，私の兄（あるいは弟）です。 
(3) この黒い犬は美しい。 
(4) かばんの中に何がありますか？ — かばんの中には本があります。 
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(5) 君のお母さんはどこにいる？ — 家にいるよ。 
(6) テーブルの上に何がありますか？ — テーブルの上には大きな時計があ

ります。 
(7) 部屋の中に誰がいますか？ — 部屋の中には私の父がいます。 
(8) 君はどこにいるの？ — 私は店にいるよ。 
(9) このコーヒーは熱くありません。 
(10) コップの中にとても冷たい水があります。 
(11) 店においしいブドウがありません。 
(12) 部屋の中に 3 匹の猫がいます。 
(13) テーブルの上に 5 冊の本があります。 
(14) 君は何歳か？ — 9 歳だよ。 
(15) 君の姉（あるいは妹）は何歳か？ — 6 歳だよ。 

(1)   ? —   . 
(2)      . 
(3)     . 

◆ 会話 

(1)  (2) 
A: こんにちは。お元気ですか？ A: やあ，元気？ 
B: 元気です。ありがとう。 B: 元気だよ。君は？ 
 あなたはお元気ですか？ A: 私も元気だよ。じゃあね。 
A: 私も元気です。さようなら。 B: じゃあね。 
B: さようなら。 

(3) 
A: こんにちは。あなたは何という名前ですか？ 
B: 私の名前はニノです。学生です。あなたは？ 
A: 僕の名前はギオルギです。 
B: あなたも学生ですか？ 
A: いいえ，僕は学生ではありません。 
B: お会いできてとてもうれしいです。 

第 4 課 

(1) 君はどこに行くの？ — 大学に行くところだよ。 
(2) 私たちは家へ行きません。 
(3) バスが来ますか？ — いいえ，まだ来ません。 
(4) 店に来てください。 
(5) 部屋の中にあのジョージア人たちがいます。 
(6) この少年たちは私の兄弟です。 
(7) あの学生たちはジョージアヘ行きます。 
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例文・会話の日本語訳とジョージア語訳の例 
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(8) 君のコップはテーブルの上にあります。 
(9) かばんの中に（複数の）ペンと本があります。 
(10) （複数の）バスがきます。 
(11) 私のジョージア人の友人たちは日本に来ます。 
(12) 誰が公園へ行きますか？ — 私の兄（または弟）たちが行きます。 
(13) この（複数の）窓は大きくありません。 

(1)    . 
(2)     ? 
(3)     ? 

第 5 課 

(1) 私たちはアナの友人の家へ行きます。 
(2) あの男性は私の父の兄（または弟）です。 
(3) この大きなカバンは私の姉（または妹）のです。 
(4) 君は大学に何で行くの？ — バスで行くよ。 
(5) 今日，あの少年たちは歩いて来ます。 
(6) 私たちはトビリシへこの自動車で行きます。 
(7) 私の家の前に本屋があります。 
(8) この学生はジョージアから日本へ行きます。 
(9) かばんの中に何がありますか？ — かばんの中に私の家族の写真があり

ます。 
(10) あの少女はどこから来るのですか？ — 彼女は駅から来ます。 

(1)       . 
(2)     ? 
(3)       . 

第 6 課 

(1) この少女は手紙を書いています。 
(2) 明日私は手紙を書きます。 
(3) 君は今何をしているの？ — 絵を描いているよ。 
(4) 私たちは今日の夕方に何をしますか？ 
(5) この工場では大きな自動車をつくっています。 
(6) アナは私たちの犬を描きます。 
(7) あなたはリンゴを何で切りますか？ — ナイフで切ります。 
(8) 今日，何時に寝るの？ — 10 時に寝るよ。 

(1)     . 
(2)      ? 
(3)     . 
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◆ 会話：普段の一日 

A: 普段，朝何時に起きますか？ 
B: 6 時に起きます 
A: 仕事には何時に行きますか？ 
B: 9 時に行きます。 
A: 何で行きますか？ 
B: 地下鉄で行きます。ときにはバスで。 
A: 家に何時に帰ってきますか？ 
B: 普段は 7 時に帰ってきます。ときには 8 時に。 

第 7 課 

(1) 私の兄（または弟）は大学の学生になります。 
(2) 今日，あなた（がた）の子供は何歳になりますか？ — 4 歳になります。 
(3) コンサートは何時に始まりますか？ — 2 時に始まります。 
(4) 君はトビリシから何で戻るの？ — 車で戻るよ。 
(5) 今日，夕方にあなた（がた）は家にいますか？ 
(6) 明日は寒い日になるでしょう。 
(7) 朝 6 時にバスがこの駅に来ます。 
(8) あなた（がた）は私たちの村に誰の車で来ますか？ 
(9) 私たちはこの木を切れません。 
(10) 私の兄（または弟）は元気ではなくて，空港へ行けません。 
(11) この部屋で寝るな。 

(1)     . 
(2)        . 
(3)      . 

第 8 課 

(1) 君はどこに住んでいるの？ — 東京に住んでいるよ。 
(2) 私の姉（または妹）は大学で数学を勉強しています。 
(3) 今日は雨が降っているから，公園へ行くな。 
(4) 明日，私はこの工場で働きます。 
(5) コンサートで子供たちは何を歌いますか？ 
(6) 私の姉（または妹）は上手に歌います。 
(7) 私は木をうまく描けません。 
(8) 私の父は英語で上手に話します。 
(9) 猫は日本語で「ネコ」です。 
(10) 私の母は学校で先生として働いています。 

(1)    . 
(2)     . 
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(9) 私たちはこの木を切れません。 
(10) 私の兄（または弟）は元気ではなくて，空港へ行けません。 
(11) この部屋で寝るな。 

(1)     . 
(2)        . 
(3)      . 

第 8 課 

(1) 君はどこに住んでいるの？ — 東京に住んでいるよ。 
(2) 私の姉（または妹）は大学で数学を勉強しています。 
(3) 今日は雨が降っているから，公園へ行くな。 
(4) 明日，私はこの工場で働きます。 
(5) コンサートで子供たちは何を歌いますか？ 
(6) 私の姉（または妹）は上手に歌います。 
(7) 私は木をうまく描けません。 
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(1)    . 
(2)     . 
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(3)     . 

第 9 課 

(1) 昨日君は何をしていたの？ — 手紙を書いていたよ。 
(2) 朝，私の兄（または弟）たちは学校へ行くところでした。 
(3) 君はペンで美しい絵を描いていた。 
(4) あなたは何を歌ってましたか？ — 私は日本の歌を歌っていました。 
(5) 私はアメリカに住んでいたとき，英語を話していました。 
(6) 昨日の朝，私が駅へ向かっていたとき，雨が降っていました。 
(7) あなたがたは何について話していましたか？ — 私たちは日本の政治に

ついて話していました。 
(8) 昨日，私たちの先生は学校にいませんでした。 
(9) 3 日前，私と私の兄（または弟）は美術館にいました。 
(10) 明日，2 時まで私は大学にいます。 
(11) トビリシからモスクワまで何キロメートルですか？ 
(12) 駅までこの大きなバスで行きなさい。 
(13) 毎日，君は何時まで働いているの？ — 9 時まで働いているよ。 

(1)   ,      
. 

(2)    ,   ? 
(3)        . 

第 10 課 

(1) 私が家に帰ったとき，8 時でした。 
(2) この少年たちはここまで何で来ましたか？ 
(3) あのコンサートにたくさんの子供が来ました。 
(4) ダトは部屋に入った。／ダトは部屋に入ってきた。 
(5) ダトは家から出た。／ダトは家から出てきた。 
(6) ダトは木に上った。／ダトは木に上ってきた。 
(7) ダトは山から下りた。／ダトは山から下りてきた。 
(8) 電車は 3 時にトビリシの駅に到着する。 
(9) 7 歳のときに私はジョージアに引っ越した。 
(10) 昨日，雨が降っていて，私は村へ行けなかった。 
(11) 小さかったとき，君はどの学校に通っていたの？ 
(12) 私は 5 時に駅のそばで私の友人と会います。 
(13) ダトは彼の姉（または妹）と一緒にロンドンに来た。 
(14) この部屋は私たちには小さくて，ここには住めない。 
(15) お医者さん，私は夜眠れません。 
(16) 学生たちよ，この男性はどの村に住んでいましたか？  
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(1)  ,      . 
(2)      . 
(3)    ,     . 

第 11 課 

(1) 彼（女）はジョージア語を知っています。 
(2) 君は日本語を知っているの？ — いいえ，私は日本語を知りません。 
(3) 私の友人たちは英語をよく知っています。 
(4) 私は昨日君が働いていたとは知らなかった。 
(5) 私がこの村に住んでいたのをあなた（がた）は知らなかったのですか？ 
(6) 君のお父さんは何歳？ — 53 歳だよ。 
(7) コンサートは 11 時に始まります。 
(8) 私は 21 歳のときにこの店に初めて来ました。 

(1)     ( ). 
(2)   ,     . 
(3)           . 

◆ 会話：道を尋ねる 

1 
A: すみません，この近くで郵便局がどこにあるか知りませんか？ 
B: 歩いて行きますか？それとも車で？ 
A: 歩いて行きます。 
B: ほら，まっすぐ行って，2 番目の信号で右に曲がります。そこから 50 メ

ートルのところに郵便局があります。 
A: ありがとうございます！ 
B: どういたしまして。さようなら。 

2 
A: すみません。歴史博物館はここから遠いですか？ 
B: 遠くありません。 
A: 歩いて行けますか？ 
B: 歩いても行けますが，バスで行けばもっと早いです。 
A: バスの停留所はどこにありますか？ 
B: あっちへ行ってください。道の反対側に，100 メートル先にあります。 
A: 分かりました。どうもありがとうございます！ 

第 12 課 

(1) 彼（女）は英語で手紙を書いた。 
(2) 君はあの本をいつ読んだのか？ — 去年読みました。 
(3) 少女たちがおいしいコーヒーをつくった。 
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(4) 昨日私の兄（または弟）は 11 時に寝ました。 
(5) あなた（がた）は日本語を大学で勉強したのですか？ 
(6) 子供たちはジョージアの歌を歌いました。 
(7) 私は今日元気でなかったので，働けませんでした。 

(1)    . 
(2)     . 
(3)  ,  . 
 
◆会話：朝食について 

A: 普段，朝食に何を食べますか？ 
B: 普段はバターをつけてパンを食べ，紅茶を飲みます。ときどきはコーヒ

ーを飲みます。 
A: 今日もパンを食べましたか？ 
B: はい，ヨーグルトも食べました。あなたは何を食べましたか？ 
A: 私は今朝ご飯と卵を食べました。お茶も飲みました。 

第 13 課 

(1) ニノは椅子の上に赤いペンを置いた。 
(2) 私はあのズボンをはいたが，私には大きかった。 
(3) 子供はこの大きな扉を開けられなかった。 
(4) 店で誰がお金を払いましたか？ — 私の父が払いました。 
(5) リンゴをこのナイフで切れ。 
(6) 君はダトを知っている？ — うん，去年大学で知り合ったよ。 
(7) 君のコップをどこに置いた？ — テーブルの上に置いたよ。 
(8) 先生は扉を開けて，部屋から出た。 

(1)       . 
(2)       . 
(3)       . 

第 14 課 

(1) この駅の名前は去年変わった。 
(2) ニノの兄弟たちは学校の先生になった。 
(3) オペラは 9 時に始まって，12 時に終わった。 
(4) 今日は何曜日ですか？ — 木曜日です。 
(5) 私たちは月曜日の夕方に会いました。 
(6) 今週，土曜日に私は働きません。 
(7) 今日は何日ですか？ — 今日は 12 月 14 日です。 
(8) 私の兄（または弟）の誕生日は 10 月 18 日です。 
(9) 私たちは日本からトビリシへ 8 月 4 日にやってきました。 
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(1)       . 
(2)      ? 
(3)   ,    . 

◆会話：日付と年の表現 

A: 秋に私はジョージアへ行くよ。 
B: 飛行機の切符はもう買った？ 
A: うん，昨日買った。 
B: いつ行くの？ 
A: 10 月 27 日に出発する。 
B: どのくらいの期間で？ 
A: 2 週間。11 月 12 日に帰ってくる。 
B: ジョージアへは初めて行くの？ 
A: いや，今回は二度目に行くよ。一度目は 5 年前の春に行った。 
B: 2018 年に？ 
A: うん，そのときはトビリシにしかいなかった。今年はバトゥミにも行く

よ。 

第 15 課 

(1) 火曜日の夕方に私は公園で君に会う。 
(2) ニノは私をとても美しく描いた。 
(3) 友人たちは私たちをコンサートに招待した。 
(4) 去年，11 月に私（たち）はあなた（がた）と知り合った（あるいは，私

たちは君と知り合った）。 
(5) あの女性たちは君（あるいはあなた（がた））と知り合いなのか？  
(6) ダトがいつ私を見たのか，私は知らない。 

(1)    ? 
(2)   ? 
(3) ,  ,  ? 

第 16 課 

(1) 先生は美しい写真を私たちに見せた。 
(2) 明日，私は君に私の部屋を見せる。 
(3) その赤いペンを私に見せてください。 
(4) 私は子供たちに大きなテーブルを見せた。 
(5) ダトは私に，私が昨日何時に寝たのか尋ねた。 
(6) 先生は私たちにアメリカの大統領の名前を尋ねた。 
(7) 私はニノに彼女の父親がいつ生まれたのか尋ねる。 
(8) あの男性は君に電話番号を尋ねたのか？ 
(9) ニノは毎日私にメールを書く。 
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(4) 昨日私の兄（または弟）は 11 時に寝ました。 
(5) あなた（がた）は日本語を大学で勉強したのですか？ 
(6) 子供たちはジョージアの歌を歌いました。 
(7) 私は今日元気でなかったので，働けませんでした。 

(1)    . 
(2)     . 
(3)  ,  . 
 
◆会話：朝食について 

A: 普段，朝食に何を食べますか？ 
B: 普段はバターをつけてパンを食べ，紅茶を飲みます。ときどきはコーヒ

ーを飲みます。 
A: 今日もパンを食べましたか？ 
B: はい，ヨーグルトも食べました。あなたは何を食べましたか？ 
A: 私は今朝ご飯と卵を食べました。お茶も飲みました。 

第 13 課 

(1) ニノは椅子の上に赤いペンを置いた。 
(2) 私はあのズボンをはいたが，私には大きかった。 
(3) 子供はこの大きな扉を開けられなかった。 
(4) 店で誰がお金を払いましたか？ — 私の父が払いました。 
(5) リンゴをこのナイフで切れ。 
(6) 君はダトを知っている？ — うん，去年大学で知り合ったよ。 
(7) 君のコップをどこに置いた？ — テーブルの上に置いたよ。 
(8) 先生は扉を開けて，部屋から出た。 

(1)       . 
(2)       . 
(3)       . 

第 14 課 

(1) この駅の名前は去年変わった。 
(2) ニノの兄弟たちは学校の先生になった。 
(3) オペラは 9 時に始まって，12 時に終わった。 
(4) 今日は何曜日ですか？ — 木曜日です。 
(5) 私たちは月曜日の夕方に会いました。 
(6) 今週，土曜日に私は働きません。 
(7) 今日は何日ですか？ — 今日は 12 月 14 日です。 
(8) 私の兄（または弟）の誕生日は 10 月 18 日です。 
(9) 私たちは日本からトビリシへ 8 月 4 日にやってきました。 

179 

(1)       . 
(2)      ? 
(3)   ,    . 

◆会話：日付と年の表現 

A: 秋に私はジョージアへ行くよ。 
B: 飛行機の切符はもう買った？ 
A: うん，昨日買った。 
B: いつ行くの？ 
A: 10 月 27 日に出発する。 
B: どのくらいの期間で？ 
A: 2 週間。11 月 12 日に帰ってくる。 
B: ジョージアへは初めて行くの？ 
A: いや，今回は二度目に行くよ。一度目は 5 年前の春に行った。 
B: 2018 年に？ 
A: うん，そのときはトビリシにしかいなかった。今年はバトゥミにも行く

よ。 

第 15 課 

(1) 火曜日の夕方に私は公園で君に会う。 
(2) ニノは私をとても美しく描いた。 
(3) 友人たちは私たちをコンサートに招待した。 
(4) 去年，11 月に私（たち）はあなた（がた）と知り合った（あるいは，私

たちは君と知り合った）。 
(5) あの女性たちは君（あるいはあなた（がた））と知り合いなのか？  
(6) ダトがいつ私を見たのか，私は知らない。 

(1)    ? 
(2)   ? 
(3) ,  ,  ? 

第 16 課 

(1) 先生は美しい写真を私たちに見せた。 
(2) 明日，私は君に私の部屋を見せる。 
(3) その赤いペンを私に見せてください。 
(4) 私は子供たちに大きなテーブルを見せた。 
(5) ダトは私に，私が昨日何時に寝たのか尋ねた。 
(6) 先生は私たちにアメリカの大統領の名前を尋ねた。 
(7) 私はニノに彼女の父親がいつ生まれたのか尋ねる。 
(8) あの男性は君に電話番号を尋ねたのか？ 
(9) ニノは毎日私にメールを書く。 
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(10) 私は 5 月に君の姉（または妹）に手紙を書いたが，彼女は私に返事を書
かなかった。 

(11) 私の祖父は私にしばしばお金をくれる。 
(12) 君は君の小さなかばんを誰にあげたのか？ — 子供にあげた。 
(13) 君がもし飲まないなら，私はこのワインを私の友人にあげる。 
(14) ニノは君に贈りものに何をくれたのか？ — 美しい時計をくれた。 

(1)    ,   . 
(2)   ? . 
(3)  ,   . 

第 17 課 

(1) 君はナイフを持っているか？ — いや，私はナイフを持っていない。 
(2) 君は姉妹が何人いるのか？ — 私には姉妹が 2 人いる。 
(3) 子供たちは水を欲しがっている。あげなさい。 
(4) 私たちはニノの電話番号を覚えていない。 
(5) あなた（がた）はもし腹が減っているなら，このパンを食べなさい。 
(6) 私はダトはあの女の子が好きだと思う。 
(7) 私の名前はギオルギです。私の兄（または弟）の名前はダトです。 
(8) 今朝，君は何時まで寝ていたのか？ 
(9) 私は新しい車が欲しかったが，お金がなかった。 
(10) 私は小さかったとき，犬が大好きだった。 
(11) ダトは私のことが好きではないと思う。 
(12) 君は私を愛している？ — 私は君を愛しているよ。 
(13) 君は私を覚えている？ — はい，私はあなたを覚えています。 
(14) 私は古い友人と会ったが，彼（女）は私を覚えていなかった。 

(1)     ? 
(2)    ,  . 
(3) ,      . 

◆会話 

1 買いもの 

A: すみません。リンゴはありますか？ 
B: ほら，そこにあります。 
A: このリンゴはいくらですか？ 
B: 1 キロ 4 ラリです。どれくらい欲しいですか？ 
A: 2 キロください。 
B: 桃も要りませんか？ 
A: いいえ，桃は要りません。 
B: 袋は要りますか？ 
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A: いいえ，袋は持っています。 
B: カードで払いますか？それとも現金で？ 
A: カードで払います。 

2 家族について 

A: あなたは兄弟姉妹がいますか？ 
B: 姉妹が 2 人います。あなたは？ 
A: 私は兄弟が 1 人います。 
B: 年上ですか，年下ですか？ 
A: 年上の兄弟です。 
B: 何という名前ですか？ 
A: ギオルギといいます。 
B: 何をしていますか？ 
A: 彼はアメリカに住んで，働いています。あなたの姉妹は何をしています

か？ 
B: 彼女たちは学生です。大学で勉強しています。 

第 18 課 

(1) 君はそこにどうして立っているのか？坐りなさい。 
(2) 村の中心に古い教会が立っている。 
(3) コンサートが始まったとき，私はこの椅子に坐っていた。 
(4) 昨日，劇場の前にたくさんの人が立っていた。 
(5) 今，私はバスの中に坐っていて，トビリシへ行くところだ。 
(6) 私は君の本がテーブルの上に置かれていたのを覚えている。 
(7) 昨日，私の母は具合が悪くて，家で寝ていた。 
(8) 君は今日何時に起きた？ 
(9) 今日，私はたくさん働いたので，とても腹が減った。 
(10) 私はケーキを食べるとコーヒーが欲しくなる。 
(11) ダトは君のことが好きになったと思う。 
(12) 君のお父さんが何という名前か私たちは忘れてしまった。 
(13) この写真を見せれば，ダトはあの日を思い出すだろう。 
(14) たぶんあなた（がた）は私を忘れてしまった。 

(1)        . 
(2)    ,   . 
(3)    ,   . 

第 19 課 

(1) 大学に私はこの赤いかばんを持っていく。 
(2) 私たちは部屋の中に大きな（複数の）椅子を運び入れている。 
(3) 昨日，君は子供たちをどこへ連れていくところだったのか？ 
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(10) 私は 5 月に君の姉（または妹）に手紙を書いたが，彼女は私に返事を書
かなかった。 

(11) 私の祖父は私にしばしばお金をくれる。 
(12) 君は君の小さなかばんを誰にあげたのか？ — 子供にあげた。 
(13) 君がもし飲まないなら，私はこのワインを私の友人にあげる。 
(14) ニノは君に贈りものに何をくれたのか？ — 美しい時計をくれた。 

(1)    ,   . 
(2)   ? . 
(3)  ,   . 

第 17 課 

(1) 君はナイフを持っているか？ — いや，私はナイフを持っていない。 
(2) 君は姉妹が何人いるのか？ — 私には姉妹が 2 人いる。 
(3) 子供たちは水を欲しがっている。あげなさい。 
(4) 私たちはニノの電話番号を覚えていない。 
(5) あなた（がた）はもし腹が減っているなら，このパンを食べなさい。 
(6) 私はダトはあの女の子が好きだと思う。 
(7) 私の名前はギオルギです。私の兄（または弟）の名前はダトです。 
(8) 今朝，君は何時まで寝ていたのか？ 
(9) 私は新しい車が欲しかったが，お金がなかった。 
(10) 私は小さかったとき，犬が大好きだった。 
(11) ダトは私のことが好きではないと思う。 
(12) 君は私を愛している？ — 私は君を愛しているよ。 
(13) 君は私を覚えている？ — はい，私はあなたを覚えています。 
(14) 私は古い友人と会ったが，彼（女）は私を覚えていなかった。 

(1)     ? 
(2)    ,  . 
(3) ,      . 

◆会話 

1 買いもの 

A: すみません。リンゴはありますか？ 
B: ほら，そこにあります。 
A: このリンゴはいくらですか？ 
B: 1 キロ 4 ラリです。どれくらい欲しいですか？ 
A: 2 キロください。 
B: 桃も要りませんか？ 
A: いいえ，桃は要りません。 
B: 袋は要りますか？ 
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A: いいえ，袋は持っています。 
B: カードで払いますか？それとも現金で？ 
A: カードで払います。 

2 家族について 

A: あなたは兄弟姉妹がいますか？ 
B: 姉妹が 2 人います。あなたは？ 
A: 私は兄弟が 1 人います。 
B: 年上ですか，年下ですか？ 
A: 年上の兄弟です。 
B: 何という名前ですか？ 
A: ギオルギといいます。 
B: 何をしていますか？ 
A: 彼はアメリカに住んで，働いています。あなたの姉妹は何をしています

か？ 
B: 彼女たちは学生です。大学で勉強しています。 

第 18 課 

(1) 君はそこにどうして立っているのか？坐りなさい。 
(2) 村の中心に古い教会が立っている。 
(3) コンサートが始まったとき，私はこの椅子に坐っていた。 
(4) 昨日，劇場の前にたくさんの人が立っていた。 
(5) 今，私はバスの中に坐っていて，トビリシへ行くところだ。 
(6) 私は君の本がテーブルの上に置かれていたのを覚えている。 
(7) 昨日，私の母は具合が悪くて，家で寝ていた。 
(8) 君は今日何時に起きた？ 
(9) 今日，私はたくさん働いたので，とても腹が減った。 
(10) 私はケーキを食べるとコーヒーが欲しくなる。 
(11) ダトは君のことが好きになったと思う。 
(12) 君のお父さんが何という名前か私たちは忘れてしまった。 
(13) この写真を見せれば，ダトはあの日を思い出すだろう。 
(14) たぶんあなた（がた）は私を忘れてしまった。 

(1)        . 
(2)    ,   . 
(3)    ,   . 

第 19 課 

(1) 大学に私はこの赤いかばんを持っていく。 
(2) 私たちは部屋の中に大きな（複数の）椅子を運び入れている。 
(3) 昨日，君は子供たちをどこへ連れていくところだったのか？ 



182 

(4) 毎日，私の父は自動車で私を駅へ連れていく。 
(5) 私のペンはどうしてここにないのか？誰が持っていったのか？ 
(9) 私は新しい雑誌を読みたかった。 
(10) 君は水を飲みたいのか？それともワインを？ 
(11) 私はこの工場で働けない。 
(12) あなた（がた）は月曜日までにお金を払えますか？ 
(13) ダトは家の鍵を持っていくのを忘れた。 
(14) ニノにこの贈りものをあげるのを忘れるな。 
(15) 誰がフランス語を知っていますか？ — ダトが知っているでしょう。 

(1)     . 
(2)      ? 
(3)   ,    . 

第 20 課 

(1)    . 
(2)   ,  . 
(3)    ? 
(4)   . 
(5) 私がダトの家へ行ったとき，彼の兄（または弟）が扉を開けてくれた。 
(6) 今年，このレストランの名前が変わった。 
(7) 友人は私の時計を持っていって，私に返さなかった。 
(8) 昨日，私はよく寝られず，目が赤くなった。 
(9) 子供たちが日本の歌を私たちに歌ってくれた。 
(10) 夜，寝る前に私は子供に本を読んであげた。 

(1)    . 
(2)     . 
(3)     ? 

◆会話：病院で 

A: こんにちは，お医者さん。 
B: こんにちは。どうしましたか？（文字通りには「何があなたを苦しめて

いますか？」） 
A: 頭が痛いんです。 
B: いつから痛いんですか？ 
A: 昨日の夕方からです。夜はよく眠れませんでした。 
B: 熱はありませんか？ 
A: 家で測りました。熱はありませんでした。 
B: 昼食の後，この薬を飲んで，今日はよく休んでください。 
A: ありがとうございます。これを飲んで休みます。 
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第 21 課 

(1) 君は私に何を言ったのか？ 
(2) 医者が君に何を言ったのか，君は覚えているか？ 
(3) ダトは今日は暑くないと言っている。 
(4) 友人たちは明日学校に来れないと私に言った。 
(5) 君はこの部屋に入りたいなら，先生に言いなさい。 
(6) 私は「私には犬がいない」と君に言わなかったか？ 
(7) 「水を飲め」とダトに言いなさい。 
(8) 「今年の夏は暑いだろう」と言われている。 
(9) 先生は「昨日どうして来なかったのか？」と私に尋ねた。 
(10) 私は君がリンゴを好きだと思った。 
(11) 2 人が知っていたら，豚も知っている。（秘密はすぐに広まるという意味

のことわざ） 
(12)  ,  . 
(13)  ,   . 
(14)  ,  - . 
(15) 私にはもう車がなくて，店へ君を連れて行けない。 
(16) もうワインを飲むな。 
(17) 私の家族では誰もドイツ語を知らない。 
(18) 私は具合が悪くて，昨日どこにも行けなかった。 
(19) 私はこの美しい絵（または写真）を決して忘れないだろう。 
(20) 朝，私は時間がなくて，何も食べられなかった。 

(1)     . 
(2)  ,   / - . 
(3)   ,      . 

◆会話：電話 

A: もしもし，やあ，ギオルギ。 
B: やあ，ダト。 
A: 元気か？ 
B: まあまあだ。 
A: 明日は僕の子供の誕生日だ。君の奥さんにも話して，一緒に来てくれ。 
B: いいよ。話して，一緒に行くよ。レヴァンも来る？ 
A: レヴァンにはもう電話して，「来い」と言ったけれど，「用事があって来

られない」と言われた。 
B: 分かった。じゃあ，明日。 
A: 7 時に待っているよ。 

第 22 課 
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(4) 毎日，私の父は自動車で私を駅へ連れていく。 
(5) 私のペンはどうしてここにないのか？誰が持っていったのか？ 
(9) 私は新しい雑誌を読みたかった。 
(10) 君は水を飲みたいのか？それともワインを？ 
(11) 私はこの工場で働けない。 
(12) あなた（がた）は月曜日までにお金を払えますか？ 
(13) ダトは家の鍵を持っていくのを忘れた。 
(14) ニノにこの贈りものをあげるのを忘れるな。 
(15) 誰がフランス語を知っていますか？ — ダトが知っているでしょう。 

(1)     . 
(2)      ? 
(3)   ,    . 

第 20 課 

(1)    . 
(2)   ,  . 
(3)    ? 
(4)   . 
(5) 私がダトの家へ行ったとき，彼の兄（または弟）が扉を開けてくれた。 
(6) 今年，このレストランの名前が変わった。 
(7) 友人は私の時計を持っていって，私に返さなかった。 
(8) 昨日，私はよく寝られず，目が赤くなった。 
(9) 子供たちが日本の歌を私たちに歌ってくれた。 
(10) 夜，寝る前に私は子供に本を読んであげた。 

(1)    . 
(2)     . 
(3)     ? 

◆会話：病院で 

A: こんにちは，お医者さん。 
B: こんにちは。どうしましたか？（文字通りには「何があなたを苦しめて

いますか？」） 
A: 頭が痛いんです。 
B: いつから痛いんですか？ 
A: 昨日の夕方からです。夜はよく眠れませんでした。 
B: 熱はありませんか？ 
A: 家で測りました。熱はありませんでした。 
B: 昼食の後，この薬を飲んで，今日はよく休んでください。 
A: ありがとうございます。これを飲んで休みます。 
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第 21 課 

(1) 君は私に何を言ったのか？ 
(2) 医者が君に何を言ったのか，君は覚えているか？ 
(3) ダトは今日は暑くないと言っている。 
(4) 友人たちは明日学校に来れないと私に言った。 
(5) 君はこの部屋に入りたいなら，先生に言いなさい。 
(6) 私は「私には犬がいない」と君に言わなかったか？ 
(7) 「水を飲め」とダトに言いなさい。 
(8) 「今年の夏は暑いだろう」と言われている。 
(9) 先生は「昨日どうして来なかったのか？」と私に尋ねた。 
(10) 私は君がリンゴを好きだと思った。 
(11) 2 人が知っていたら，豚も知っている。（秘密はすぐに広まるという意味

のことわざ） 
(12)  ,  . 
(13)  ,   . 
(14)  ,  - . 
(15) 私にはもう車がなくて，店へ君を連れて行けない。 
(16) もうワインを飲むな。 
(17) 私の家族では誰もドイツ語を知らない。 
(18) 私は具合が悪くて，昨日どこにも行けなかった。 
(19) 私はこの美しい絵（または写真）を決して忘れないだろう。 
(20) 朝，私は時間がなくて，何も食べられなかった。 

(1)     . 
(2)  ,   / - . 
(3)   ,      . 

◆会話：電話 

A: もしもし，やあ，ギオルギ。 
B: やあ，ダト。 
A: 元気か？ 
B: まあまあだ。 
A: 明日は僕の子供の誕生日だ。君の奥さんにも話して，一緒に来てくれ。 
B: いいよ。話して，一緒に行くよ。レヴァンも来る？ 
A: レヴァンにはもう電話して，「来い」と言ったけれど，「用事があって来

られない」と言われた。 
B: 分かった。じゃあ，明日。 
A: 7 時に待っているよ。 

第 22 課 
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(1) 君は何か飲む？ 
(2) ダトは何かを読んでいた。 
(3) 君はもし腹が減ったら，レストランで何か食べなさい。 
(4) 明日は日曜日なので，私たちはどこかへ行きたい。 
(5) 私はあの男性をどこかで見たが，名前を覚えていない。 
(6) 君がフランス語を知っていると，誰かが私に言った。 
(7) 今日，私は君に何かおいしいものをつくってあげる。 
(8) 彼（女）の姉（または妹）はヨーロッパのいずれかの国に住んでいた。 
(9) 喫茶店のそばに立っているあの男性を君は知っている？ 
(10) あなた（がた）が住んでいる町には映画館がありますか？ 
(11) 朝，君が読んでいた雑誌はどこにある？ 
(12) 昨日，君に渡したものを，明日持ってきて，私に返してくれ。 
(13) 私たちが会った日，私の兄（または弟）は病気だった。 
(14) この電車はトビリシ行きですか？ 
(15) 私は博物館へダトを除いて学生を全員連れていった 
(16) 私は眼鏡なしで何も読めない。 
(17) ニノはこの映画について君に何か言ったか？ 
(18) ジョージアはロシアとトルコの間にある。 
(19) 私の兄（または弟）は木のように背が高い。 
(20) 私が食べたパンはケーキのように甘かった。 

(1)     ,    . 
(2)     . 
(3)      . 

◆会話：レストランで 

A: こんにちは。何を召し上がりますか？ 
B: ハチャプリはありますか？ 
A: イメルリ・ハチャプリがあります。アチャルリ・ハチャプリもあります。 
B: イメルリ・ハチャプリをつくって，4 つに切ってください。 
A: ヒンカリは要りませんか？ 
B: はい，欲しいです。10 個持ってきてください。 
A: 飲みものは何を召し上がりますか？ 
B: リンゴジュース 1 杯と水が欲しいです。 
A: 炭酸入りの水がいいですか？それとも炭酸なしの水がいいですか？ 
B: 炭酸入りがいいです。 
A: 分かりました。すぐに（お持ちします）。 

第 23 課 

(1) 日本でもっとも高い山はどれですか？ 
(2) このレストランではすごくケーキをつくっている。 
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(3) 私はやや大きなコップが欲しかったが，この店にはない。 
(4) 私の家はこの古い教会よりも小さい。 
(5) これがこの画家の最高の絵だと思う。 
(6) トビリシはモスクワよりも暑い。 
(7) この山の高さを誰か知っていますか？ 
(8) 私は小さかったとき，寒さが嫌いだった。 
(9) 彼（女）らは聖歌（文字通りには「教会の歌」）を歌っている。 
(10) 私の兄（または弟）はこの学校の本で勉強している。 
(11) 君はコーヒーを砂糖なしで飲むのか？ 
(12) 私の母は肉の入っていないスープをつくった。 
(13) 昨日，眼鏡をかけた私の知らない男性が私の家に来た。 
(14) この窓のある部屋は，あの窓のない部屋よりも小さい。 

(1)      . /     , 
 . 

(2)       (あるいは  )  ? 
(3)     (あるいは  )  . 

◆会話：ペットについて 

A: あなたは家に何かペットがいますか？ 
B: 私は猫を飼っています。 
A: どんな猫ですか？ 
B: 白くて水色の目をしています。尻尾はとても⾧いです。 
A: 何という名前ですか？ 
B: 「ハトゥラ」という名前です。あなたも猫を飼っていませんか？ 
A: 今はペットがいませんが，以前，私が小さかったときに犬を飼っていま

した。 
B: どんな犬でしたか？ 
A: 黒くて大きめで，とても美しい犬でした。散歩が好きでした。 
B: 何という名前でしたか？ 
A: 「ムラ」という名前でした。 

第 24 課 

(1) この歌を一緒に歌いましょう。 
(2) 私の家で赤ワインを飲みましょう。 
(3) 君に何をしてあげようか？ 
(4) 家に誰を招待しようか？ 
(5) 今日は雨が降りませんように！ 
(6) この水を飲むな。 
(7) 今日，私は 12 時に寝たい。 
(8) 明日，あなた（がた）の友人も連れてこれますか？ 
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(1) 君は何か飲む？ 
(2) ダトは何かを読んでいた。 
(3) 君はもし腹が減ったら，レストランで何か食べなさい。 
(4) 明日は日曜日なので，私たちはどこかへ行きたい。 
(5) 私はあの男性をどこかで見たが，名前を覚えていない。 
(6) 君がフランス語を知っていると，誰かが私に言った。 
(7) 今日，私は君に何かおいしいものをつくってあげる。 
(8) 彼（女）の姉（または妹）はヨーロッパのいずれかの国に住んでいた。 
(9) 喫茶店のそばに立っているあの男性を君は知っている？ 
(10) あなた（がた）が住んでいる町には映画館がありますか？ 
(11) 朝，君が読んでいた雑誌はどこにある？ 
(12) 昨日，君に渡したものを，明日持ってきて，私に返してくれ。 
(13) 私たちが会った日，私の兄（または弟）は病気だった。 
(14) この電車はトビリシ行きですか？ 
(15) 私は博物館へダトを除いて学生を全員連れていった 
(16) 私は眼鏡なしで何も読めない。 
(17) ニノはこの映画について君に何か言ったか？ 
(18) ジョージアはロシアとトルコの間にある。 
(19) 私の兄（または弟）は木のように背が高い。 
(20) 私が食べたパンはケーキのように甘かった。 

(1)     ,    . 
(2)     . 
(3)      . 

◆会話：レストランで 

A: こんにちは。何を召し上がりますか？ 
B: ハチャプリはありますか？ 
A: イメルリ・ハチャプリがあります。アチャルリ・ハチャプリもあります。 
B: イメルリ・ハチャプリをつくって，4 つに切ってください。 
A: ヒンカリは要りませんか？ 
B: はい，欲しいです。10 個持ってきてください。 
A: 飲みものは何を召し上がりますか？ 
B: リンゴジュース 1 杯と水が欲しいです。 
A: 炭酸入りの水がいいですか？それとも炭酸なしの水がいいですか？ 
B: 炭酸入りがいいです。 
A: 分かりました。すぐに（お持ちします）。 

第 23 課 

(1) 日本でもっとも高い山はどれですか？ 
(2) このレストランではすごくケーキをつくっている。 

185 

(3) 私はやや大きなコップが欲しかったが，この店にはない。 
(4) 私の家はこの古い教会よりも小さい。 
(5) これがこの画家の最高の絵だと思う。 
(6) トビリシはモスクワよりも暑い。 
(7) この山の高さを誰か知っていますか？ 
(8) 私は小さかったとき，寒さが嫌いだった。 
(9) 彼（女）らは聖歌（文字通りには「教会の歌」）を歌っている。 
(10) 私の兄（または弟）はこの学校の本で勉強している。 
(11) 君はコーヒーを砂糖なしで飲むのか？ 
(12) 私の母は肉の入っていないスープをつくった。 
(13) 昨日，眼鏡をかけた私の知らない男性が私の家に来た。 
(14) この窓のある部屋は，あの窓のない部屋よりも小さい。 

(1)      . /     , 
 . 

(2)       (あるいは  )  ? 
(3)     (あるいは  )  . 

◆会話：ペットについて 
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B: 私は猫を飼っています。 
A: どんな猫ですか？ 
B: 白くて水色の目をしています。尻尾はとても⾧いです。 
A: 何という名前ですか？ 
B: 「ハトゥラ」という名前です。あなたも猫を飼っていませんか？ 
A: 今はペットがいませんが，以前，私が小さかったときに犬を飼っていま

した。 
B: どんな犬でしたか？ 
A: 黒くて大きめで，とても美しい犬でした。散歩が好きでした。 
B: 何という名前でしたか？ 
A: 「ムラ」という名前でした。 

第 24 課 

(1) この歌を一緒に歌いましょう。 
(2) 私の家で赤ワインを飲みましょう。 
(3) 君に何をしてあげようか？ 
(4) 家に誰を招待しようか？ 
(5) 今日は雨が降りませんように！ 
(6) この水を飲むな。 
(7) 今日，私は 12 時に寝たい。 
(8) 明日，あなた（がた）の友人も連れてこれますか？ 
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(9) 私はニノにこの手紙を読んでほしくない。 
(10) あなた（がた）は私の兄（または弟）の写真を見せてほしいですか？  
(11) 明日の夕方に雨が降るかもしれない。 
(12) 図書館で話をしてはいけません。 
(13) ダトは彼の友人たちを連れてくるかもしれない。 
(14) 客たちにあげるために，ケーキを買いたい。 
(15) 子供たちが寝るように，話をしないでおきましょう。 

(1)     . 
(2)     ? 
(3)    ,   ? 

第 25 課 

(1) この小さい部屋に入りましょう。 
(2) あなた（がた）は 12 時までに家に戻れますか？ 
(3) 私は君も私と一緒にここに残ってほしい。 
(4) 私が招待すれば，友人たちはバトゥミからもやってくるかもしれない。 
(5) 元気になるために，この薬を飲みなさい。 
(6) ニノは月曜日と火曜日に働かなければならない。 
(7) 君はケーキをこの古いナイフで切らなければならない。 
(8) 今年，学生たちはフランス語を勉強しなければならない。 
(9) 私たちはあの男性にお金をいくら払わないといけないのか？ 
(10) あなた（がた）はこの部屋に入ってはいけません。 

(1)  ,        
. 

(2)          . 
(3)       . 

第 26 課 

(1) ダトはお金を持っていないかもしれない。 
(2) すべての学生が英語を知っていなければならない。 
(3) 私は君に私の名前を覚えていてほしい。 
(4) 今，村では雨が降っていて，寒いかもしれない。 
(5) 8 時に子供たちは学校へ向かっていなければならない／8 時に子供たちは

学校へ行くところであるはずだ。 
(6) 歌手たちはトビリシへ行く電車に乗った。 
(7) 私はこの工場で働いている男性を何人か知っている。 
(8) これは良い本だが，初学者には難しいかもしれない。 

(1)       . 
(2)   ,      ( ) 
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. 
(3)      . 

第 27 課 

(1) 私たちは若かったとき，ここに来たものだった。 
(2) ダトは私の家に毎日電話したものだった。 
(3) 私がこの部屋に入ってきたとき，誰もいなかった。 
(4) 君はニノの家へ行くとき，途中で彼女に何か贈りものを買いなさい。 
(5) 東京に住んでいたとき，君はどこで働いていたのか？ 
(6) 君のコンピューターが壊れたら，店に電話しなくてはいけない。 
(7) ダトに手紙を書き送れば，たぶん君に返事をくれるだろう。 
(8) 君は腹が減ったら，テーブルの上に置いてあるパンを食べてもいい。 
(9) 私たちはお金があったらこの車を買っただろう。 
(10) 私が大統領だったら，ここに新しい空港をつくっただろう。 

(1)   ,     . 
(2)     ,  . 
(3)    ,   ,   . 
 
◆ 時間の表現 

(1) 公園で夕方の 6 時 20 分に会いましょう。 
(2) バスは 12 時 45 分に来るはずだ。 
(3) 11 時 55 分に授業が始まった。 

第 28 課 

(1)ニノが電話番号を変えていたので，私は彼女に電話をかけられなかった。 
(2) 3 時に始まったコンサートがまだ終わっていない。 
(3) 私は私の誕生日にたくさんの客を招待している。 
(4) 私はあの男性を一度も見たことがないと思う。 
(5) 私がワインを飲んでいなかったら，君を車で家に送っていったのに。 
(6) 私はこの町に来たことがあるが，いつ来たか覚えていない。 

(1)     . 
(2)    ,      . 
(3)       . 

第 29 課 

(1) 君はどれだけのお金を払わないといけないのか？／君はどれだけのお金
を払うことになっているのか？ 

(2) ニノは彼女の犬と一緒に住むために新しい家に引っ越した。 
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(3) 私はこの（複数の）コップをあなた（がた）に見せるためにテーブルの
上に置いた。 

(4) この手紙は知らない言語で書かれていて，私には理解できない。 
(5) 画家には時間がなくて，この絵は完成せぬまま残った。 

(1)          . 
(2)       . 
(3)      . 

第 30 課 

(1) 私たちは 1 週間この工場で働かされた。／彼らは私たちを 1 週間この工
場で働かせた。 

(2) 君はもうたくさん話した。今度は私に話させなければならない。 
(3) 外は雨が降っていたので私は少年たちにサッカーをさせられなかった。 
(4) 明日，6 時にあなた（がた）は私に電話をして私を起こすことができま

すか？ 
(5) 先生は学生たちに日本語で書かれた手紙を読ませた。 
(6) 私は私の友人たちにジョージアのワインを飲ませたい。 
(7) ニノは財布を持っておらず，レストランで私にお金を払わせた。 
(8) この子供に英語の勉強を始めさせなさい。 
(9) 私は手に大きなケーキを持っていたので，私の姉（または妹）に扉を開

けさせた。 

(1)     . 
(2)     ,   . 

(3)    ,   . 
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